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前略ファンタジー草々/旧題魔王の山がありまして
空想屋
えぬ。


───────────────────────



〇、昔話はどこにでも

　昔々のお話。
　ある所に、一つの国がありました。
　その名はとうに失われ、誰一人知る者がおりません。

　代々一人の王と多くの貴族によって治められていたその国は、とても豊かで平和な国でした。
　人々は皆元気で、動物の鳴き声も良く聞こえ、草木も生命に満ち満ちているようでした。こんな日々が当たり前に続いて行くと誰もが信じていました。

　ところがある時、一人の男が現れます。
　男は恐るべき力の持ち主で山に根城を作るとあっという間に国の中を乱していったのです。
　獣はいなくなり、魔物が徘徊するようになりました。
　植物は見た目からしておどろおどろしく、特に夜の森には誰も近付きたがらなくなりました。
　まさに、彼は魔王と呼ばれるべき存在でした。

　魔王は人々に供物さえ要求したと言います。
　言う事を聞かずに酷い目にあった者もいたそうです。
　ただでさえ行き場を減らし、生活が不自由になっていた人々は困り果てました。
　王は東奔西走して国を元に戻そうとしましたが、どうにもならず毎日悩み苦しみ心を痛めました。
　貴族達は自らの財産を放出して国を救う手段を探し回りました。
　けれども魔王に立ち向かおうとする者はおらず、そもそも魔王に近付く事すら出来ませんでした。
　思いあまった王が自ら魔王を訪ねて行こうとさえしましたが、森の傍で魔物に襲われ、命こそ助かったものの、大怪我をして普通には歩けない体になってしまいました。
　また貴族が人々の代わりに涙を飲んで差し出した彼等の娘は、魔王の手下へと変わり人々に危害を加えたりしました。
　人々は絶望の淵に立たされました。

　しかし、ある日とうとう一人の少年が見つかったのです。
　少年は生まれながらに特別な赤ん坊でした。特別な子供はこんな最中でも何の障害さえ感じていないようにすくすくと成長しました。その過程で見せた力の鱗片は明らかに人と違っていて、今では大人の誰をも凌ぐ程の能力と言われました。

　そして少年は魔王を倒す為に立ち上がったのです。
　人々は彼を勇者と呼びました。
　王や貴族は彼の為に貴重な材料と素晴らしい鍛冶場を作り、名のある鍛冶屋を集めました。
　そしてこの国唯一の、不思議な力を持つ剣を仕立てました。
　不思議な剣を手にした勇者は真の力を発揮出来るようになり、そしてたった一人で魔王に挑んで行ったのです。

　勇者と魔王の戦いは何日にも及びました。
　戦いの激しさは山を見守る人々にも伝わる程でした。
　時に地が揺れ、火が吹き、水が枯れました。
　耳を塞ぎたくなるような轟音が鳴り、おぞましい生き物が山へ吸い寄せられるように集まって行きました。

　それはまるでこの世の終わりのようでした。


　しかし、とうとう決着はつきました。
　勇者が人々の下へ戻ったのです。魔王がどうなったのかは誰も知りませんが、それだけで彼の勝利は確かでしょう。
　国中の人が彼を暖かく迎えました。王は彼に栄誉を与えました。

　こうして平和が戻ったのでした。





一、そして現在の様子です

　山の麓を自称するにはやや離れている。
　しかし「ほら、すぐそこに見えるだろ」と言える程度には近い。

　そんな所に程々サイズの村があった。

　大きくはなく、しかし小さくもない。町とまでは言えないが過疎を心配する事はない。繁栄している訳ではないが廃れてもいない。常に旅人の姿はあって、けれど旅人がどれだかは判別出来るというまさに可もなく不可もない村である。
　朝は鳥の声が響き多くの人が目を覚ます。太陽が高くなるに連れて外が賑やかになる。月が目立つ頃には殆どの人が家に帰って姿を見せなくなり、虫の声と共に眠る。非常にのどかな村である。

　本来こんな村に旅人が絶えないというのはおかしなものであろう。
　交易地か宗教の要か、はたまた都会か。人が居るのはそういう場所だ。
　それ以外のそれこそ村と呼ぶに相応しいような所なら、貴族の避暑目的か里帰りや出稼ぎの時期とか、せいぜいあって領主が視察して回るとか、そういう特定の事に合わせて賑やかになってそれが終われば人気は減りガランとしてしまうのが普通である。
　しかしこの村は違う。
　特に学者や如何にも魔術研究をしていそうな人間の出入りが絶えない。なので村の規模に似合わない大きな宿や、妙に立派な別荘が幾つもある。

　これには当然理由がある。
　それはこの村の立地と特産物に所以する。
　ここ数十年の研究で既に知られた事だが、魔力は山から生まれる。
　山の中に無限とも思える大きな魔力の源が存在して、そこから魔力は零れているのである。
　研究の第一人者はこれに大層な名前をつけたが、人々はそれを指して魔溜りと呼ぶ。あまり語呂はよくない気がするが、兎に角魔力がそこにあるのだ。
　それが地下を通る水脈だったりいつ起きたのか知らないが大昔の噴火だったりで、山の外に一定量が何十年もの間、或いは多分な量が一気にどっと漏れ出る場合がある。この零れた物は当然何もしなければ山の周りに溜まる。だから山に近いと魔力の影響を受けやすく、離れていると影響が薄い。こういった理由で山の近くには強い魔物が多い。
　しかし一方で山の周りに住む人間には高い魔力保持者が多いという効果もある。あまりに近寄り過ぎると人外と化す事もあるらしいが、そこまで行かなければ偉大な魔術師になれるらしい。実際歴史に残る魔術師は山の近くが出身地で代々そこに住んでいたという人間ばかりである。昔話に言われる勇者もまたその一人であるらしい。
　魔王も同じような人間ではないかと言われているがこちらの研究は進んでいない。
　当然中には魔力を存分に得たいとかそれを利用して金儲けをしたいとかいう人間もいる。しかし外に溢れる魔力は全てが一定ではなく影響の仕方もまちまちで、例えば村が二つあっても数メートル差で得られる魔力の量が違っていたりする。またそこにいるだけでは何も起こらないが水を飲むと魔力を得るとか、石自体が魔力の塊であるとか、少なくともよそ者がほいと行って簡単にどうにか出来るものではなかったのである。実際豪商が試しに村を作ってみたものの上手く行かず借金ばかりが残ったという話もある。
　結局大昔から存在する村で村人に言い伝えや健康法を地道に聞いたり、長年の生活習慣を訪ねて回ったり、ずっと使用している物を買い取ったりする方が早かったのだ。
　こういう理由でこの程々村は由緒正しき伝統ある魔力向上の地として一部マニアに愛され続けている訳である。


　この地に住む村人、仮にＡとするが彼もまた微妙に魔力を帯びた村人であった。
　彼自身には魔力を使用する気持ちがないのでただただ魔力が高いだけの村人である。ここは魔力向上の地として知られている村ですと村の入り口で旅人に答えたり、最近の村の様子を請われるままに話してみたり、斧を振るって必要な薪を集めてきたりするだけの村人である。
　一応職業らしきものとして宿の手伝いをしていたりはするがそれだけの村人である。基本的には村の畑を耕して世話をして、村の財政の中で生活している村人である。
　実はその辺の新米魔術師より魔法を使える可能性を秘めているがそれでもやはり村人である。爺さんもそのまた爺さんも此処に住んでいたという立派な村の人である。


　Ａは先程漸く村の宿に滞在していた流れ者を外へ送り出した所であった。
　この村に住んでいるとありがちなのだが、冒険者や兵士が仲間を求めて勧誘するのに捕まってしまったのだ。Ａは未知なる世界にも戦争にも興味がなかったので断ったが、中々しつこくて苦労をした。特に兵士の方は何処かのお抱えだったらしく最後の方は泣いて土下座もしてくれた。お陰でいい見世物になった。
　一生懸命まだ未来はあると励まし村特産の投げると爆発する石を幾つか渡して、ついでに可能性がありそうな別の村を教えてやって彼等は村人を非村人にする行為を諦めた。
　村からの道を下り姿が消えるのを確認して、やっとＡは日常生活へ戻る。
　今日も良い天気で、畑仕事がはかどりそうだ。と言っても時間的に畑はもう無理だが。
　Ａは恨めしい気持ち半分で宿へ向かう。
　本当は家に帰りたかったが、畑や洗濯が出来ない以上宿の手伝いをしない訳にはいかないのだ。先程の土下座騒動を楽しく見物された身としては戻り辛い。だが戻らず遊んでいられる立場にはなく、渋々Ａは宿屋に向かう。
　申し訳程度に見えて実はとんでもない魔力を秘めているらしい木製の門を背にして村を見ると、中央の道に沿って左右に建物が並んでいるのが分かる。村の一番奥はまた木製の門で閉じられていてそこから先は森、更には山へと繋がっている。この村と山の間に村はない。
　かつて魔王を倒すのに勇者が通ったとか通らないとか、そんな話もあるが真実は誰も知らない。取り敢えず民話研究家が時々来る程度には信ぴょう性があるらしい。
　知り合いの家をいくつも通過して、Ａは村の奥へと歩く。山から遠い門から順に民家と畑、真ん中位に店の類い、そして別荘に宿屋という並びになっている。Ａ自身の家は既に通り過ぎた。
　この村は昔からそういう作りだった。木製の門が反射魔術委託を受けて矢でも鉄砲でも魔物でも跳ね返すらしいと言ってもやはりご先祖様達も家は安全な所に建てたかったのだろう。
　じゃあ宿屋や別荘は危なくていいのかという話にもなるが、危なければ危ない程エキサイティングするのが専門家である。ある意味理想的な配置なのかも知れない。
　そこで働くＡとしてはあまり嬉しい事ではないが、今の所村の中で魔物に出会った経験はないのでいいとする。

　友人の同情的な視線に手を振り、Ａは宿屋の裏口を開けた。
　店が食品や道具のみを扱っているのに対し、ここではお土産というと何だが村の特産品を置いている。なので別荘で生活している者や小銭稼ぎの村人、それに暇人が集まっていて常に意味なく賑やかだ。
　Ａが折角素知らぬ顔で混ざったというのに、温泉水と村の横から湧く通称バッキバキ水を納めに来ていた隣人が話題持ち顔で近寄ろうとしている。逃げたいが逃げても仕方ないので取り敢えず構えた。
　しかし丁度村の古顔である気のいい男が隣人に声をかけ、隣人は足止めを食った。その隙にＡは二階の客室へ速やかに移動してやった。
　この宿屋はこの田舎にして九部屋もの客室を誇っている。世話をする側にすればそれなりに大変なものだが満室になる事自体がまず少なく、日当たりが悪いとか都合のよろしくない部屋は使われない事が多い。しかし集会所代わりに使用されたりするので空気通しや簡単な清掃は使用した者が行っていたりするのでそこまでしんどいという訳でもない。
　Ａは端の部屋から順番にベッドシーツの確認と故障のチェックをし、使用している部屋には声をかけてゴミや汚れ物の回収をした。掃除と回収した汚れ物の洗濯は女の役目だ。Ａは一階に下りて使用人部屋にそれを運ぶ。隣人は古顔と一緒に出て行ったようであった。
　何事もなく世話当番の女に回収した汚れ物を渡し、代わりにゴミを受け取ってＡは宿を出る。ゴミはそのまま家畜のエサにする物と肥料にするのと焼いて土に還すのとがある。客室から出るのは大体焼く物だった。
　ほんの少しの距離を歩いて山からも家からも離れた、いつか森に浸食されそうなゴミ場へと向かう。ボーっと歩いていて謎の食虫植物を踏み、ギュウギュウ苦情を言われたがＡはそのまま無視して通過した。
　ゴミ焼き場には別荘の管理者が来ていた。この別荘管理者は一つの大きな別荘を管理している。他の少し小さめな別荘は同じ研究所だかの人間がローテーションで定住しているらしいが、彼等は不健康そうな見た目に相応しく籠りっぱなしなので顔を合わせる事が殆どない。合わせたとしても全員が制服らしい格好で帽子にマスクに眼鏡をしているので人が変わってるんだか変わってないんだかも分かりにくく、何かこう、声がかけられない。
　その点、この別荘の管理者は一人がずっとここにいる上、本人はそんなに魔力マニアではないようなので村の生活に溶け込めていると言ってよいだろう。
　酒が入ると妻子を恋しがってさめざめ泣く以外にはいい人物だ。
「おや、こんにちは」
「どうも」
「今日は宿屋の方ですか？」
　ゴミの量を見て、管理者はそう判断したらしい。
「もうこの時間なので」
「そうですか」
「そちらは？今日は随分多くないですか？」
　最近別荘に客がやって来た様子はないにも関わらず、管理者の手には結構な量のゴミがあった。管理者は中々マメな性格と見えて老人の突撃訪問があっても毎回ピカピカになっているらしいのだが、一体それでどこからこれだけゴミが湧いたのか。
　不審に思ったのが顔に出ていたのだろう、管理者はＡを見ながら何とも言えない顔で頭を掻いた。
「これはお隣さんのなんですよ」
「隣？別荘のですか？」
「ええ。お節介かも知れないんですけどね、最近本当に外に出ている様子がなかったものでちょっと覗いてしまったんです。そしたら少し空いた窓から異臭が漏れてまして」
「はぁ？」
「私も一応そちらの学問はかじってますから、研究でああいう臭いはせんだろうというのは分かるんですよ。で、ちょっと驚いてドアを叩いたらゴミに埋もれて半分行き倒れの方が」
「何ですかそれは」
「部屋で行き倒れはないですよねぇ。研究物資と共倒れっていうのが正しいんですか？」
「いやそういう問題じゃないでしょう」
「今回の方は特に生活能力が欠けていたらしいですね」
　たまにありますよ、とのん気に管理者はゴミを火にくべた。
　つまりこの男は無関係の、場合によっては敵対しているかも知れない相手の世話をしてついでにゴミまで捨ててやっているという事か。
　Ａは村から出た事がないし特別大きな機関に属した事もないので何とも言えないが、まさかホームシックを拗らせて人恋しさのあまりあちこち世話焼きをして歩いたりはしないだろうな、と少々余計な心配をしてしまった。
「そう言えば、貴方。大変だったそうですね」
「は、何を？」
「まぁ折角ここまで来たんだから、必死になってしまう方の気持ちは分からないでもないですよ。私なんかからすると」
　どうやら管理者もＡに起きた珍事を耳にはさんでいたようである。まさかの不意打ちにＡはつい苦虫を噛み潰したような顔をしてしまった。
「都会でそれなりに働ける魔術師や魔法師は大体いい所の職についてますし、そうじゃないタイプは性格やら人間性やらが破綻している事も結構多いですしねぇ。ここの人達は全く稀有な存在なんですよ」
「はぁ……」
「もっとも、私はここ位しか詳しく知らないので偉そうな事は言えないんですがね」
　ところで、と管理者は突然Ａの肩を掴んだ。その力は中々に強く、今までの無害なよそ者顔が切羽詰まった専門家顔になっている。
「貴方。村の石をあげたんだとか」
「あ、はぁまあ」
「無料で。無償で。どこの誰とも分からぬ輩に軽々しく差し上げたんだとか」
「いや宿に泊まっていったんで名前は分かる相手ですけど」
「名前しか知らないって殆ど他人ですよね？」
「まぁそりゃそうですけど……でもそんな大した事をした訳じゃないし」
「ははぁ、大した事ない、ですか……ええ、これだからこの村の人は。ええ、ええ。私はあくまでも外の人間ですから、村のやり方に文句は言えませんよ。言えませんがね。ですけどね、あれがどれだけの価値を持つか全く分かってないんですよね。私あんなに魔力を秘めた石ころなんて見た事ないですけど、それを投げて爆発させるとか一体どういう使い方ですか。尋常じゃありませんよ。そもそも、あれはただの石なんです。魔力を秘めただけの石なんです。本来だったら何が起こるか分からん物なんです。使おうと思えば少しずつ魔力を取り出して燃料供給源にするとかそういう事も出来るんです。そういう使い方を考えれば日常生活オール魔術で生活出来ますよ。それを誰がどうしてだか投げると爆発する石という認識をこの村の人に刷り込んだせいで村人の魔力によって無意識に『投げるを実行キーにして爆発する』という魔術委託を受けた状態になっているんですよ。私の言ってる事分かります？」
「え、まぁ一応」
「そう、そこ！なんで一応なんですか。本当に、ここの人達は我々のような研究者が常駐しているから辛うじて最低限の進化をしていますけど、今時魔術と魔法と魔力の違いが殆ど分からないなんてナンセンスですよ。有り得ません。魔術は魔力を術にする事、簡単に言えば魔力を使える状態にする事で、魔法は魔力に法を与える汲み取る事、即ち魔力のルールを解明する一方魔力にルールを与えて魔力を安全に扱う事を指します。よろしいですか」
「はぁ」
「魔術師なんて言ったらそれだけで三代は食っていけるものなんですよ。魔法師だったらもうちょっとした領主と同じレベルですよ。家の格式すら屁ですよ。ここの人達はその屁みたいな人々を親切丁寧相手してへりくだって挙句その辺りの庶民と変わらない生活送ってるんですよ。尻に向かって頭下げてるのと変わりませんよ。いや趣味は色々ですけどね」
「取り敢えず変な趣味はないつもりですけど」
「この町にある物全てが本来値千金の価値ですよ。それを土産物扱いですからね、私今だから言いますけど初めて見た時目玉飛び出ましたからね。隣に住んでる方々なんて毎度失神寸前ですからね。それ世話してるの私ですからね。楽園はここにあったとか号泣して水も喉を通らない人を励まして甲斐甲斐しく世話してますから」
　やはり世話してるのか、とはこの勢いでは流石に突っ込めない。Ａは密かにじりじりと距離を置こうとしているのだが相手がどんどん前に出るので一向に距離が開かない。そのまま抱き締められるんじゃないかという勢いである。
「何ですか、温泉水。何ですか、効能血行促進打ち身肩コリ神経痛婦人病、魔力回復及び増進って。何ですか、バッキバキ水。水を飲用した後体内に残留する限り飛躍的に増幅するって。土産物にしてはチートにも程がありますよ。侵略してでも手に入れたいアイテム過ぎるでしょ。そんな物にふざけた名前つけて！」
「いや名前の事は俺に言われても」
「大体魔力に対して軽々し過ぎます。これだけ魔力が満ち満ちていて基本魔術に頼らないで、その癖訳分からない所で適当に魔力消費してるってどういう事なんですか。この前私、子供が遊んでいるのにズルをして二、三歩先に進むのに浮遊するのを見たんですけど」
「子供のする事ってそんなもんでしょう」
「まぁ、そんな事を言う私も気付いたら結構魔力が高くなっていたらしくてうっかり腕を振ってたら波動出しちゃったんですけど」
　あの時は最初テンション上がったんですけどすぐに落ち込みましたね……としみじみする管理者。
　そう、この村にいると寧ろそうなっていくのである。意図を持って何かをするには集中力が必要になるし、目的も定まっていないといけない。しかし人間ずっと集中を続ける事は出来ない。
　炎を出す為に魔力を使ってあれに火をつけるぞと願い、これこれこうしてこういう行為の下こういう風に火をつけますと考えて実行するより、その辺から火を借りてきたり火点けの道具を使う方がぶっちゃけて言えば早いし簡単なのである。そして反対に火を点けるぞ、と思わなくても火を使う事を考えていてくしゃみをした拍子にぽろっと火が点く方が多くても仕方がないのである。


　只管長い話を聞かされ続け、漸くＡは管理者から解放された。宿屋に戻って女達がＡを迎えた時の顔ったらなかった。役立たずどころかいないもの扱いであった。
　Ａは気まずいままそそくさと残りの作業を済ませて宿屋を出た。二人の人物のお陰で全く実りのない一日を過ごした気がしてならない。毎日を堅実に生きるタイプの人間からすると体調を崩すレベルの消化不良感が残った。
　明日こそやる事をこなそう、とＡは固く心に決めてとりあえず今日の所は気分転換に浴場と酒場に繰り出す事にする。
　酒場も浴場もこの村の数少ない娯楽である。普段金銭を使う生活をしていないせいでやたら大金を使った気分になるが、パーッとやるのにこれ以上の場所はない。
　村の中心に存在する浴場は既に村人や旅人で賑わっており、用が済んでも周囲で世間話をしている者は多い。家から適当な衣類とタオルを持ち出して来たＡはその仲間には加わらずさっさと施設の中に入った。
　元々魔力ごと湧いていた温泉を使用して作られた浴場は特によそからの利用者が多い。体を痛めた者、老化を気にする者、過労気味の魔術師魔法師等がわざわざこれだけの為に訪れたりもする。貴重な観光資源の一つである。先程勿体ないとは言われたが、Ａとしては村で一番真っ当な魔力の使用方法だと思っている。村の財源としての価値は高いし健康にもよく、浸かっていて気持ちがいい。
　長湯の年寄りへ適当に挨拶し、友達を見つけては少しばかり雑談。ざっと体を流したら湯の中に入ってぼんやりとする。湯で魔力が上がっているかどうか、温泉に慣れた村人には理解が出来ない。しかし治療に来た者等は喜びを声に漏らしたりしている。Ａは一度興味本位でどんな感じなのか聞いてみた事があるのだが、頭を使い過ぎて起きる頭痛がすっと抜ける感じだとかどうとか。生憎頭痛とは無縁のＡである為、その例えでもさっぱり共感出来なかった。
　温泉質は無色透明で、ほのかに匂いがするらしい。鼻が敏感な者は結構な違いを感じるそうである。Ａはただの水ではないかな、という位にしか分からない。味の方はやや苦みのようなものがあり、とろみではないのだがどこかモタッとしている。これは大体の人間なら感じる。そしてこのモタッとした所が魔力由縁だとか、確か喧しい管理者が言っていた気がする。
　大きな湯船に沈みながら、Ａは取り留めない思考に泳ぐ。
　正直な気持ちとしてはＡも野心がない訳ではない。若い者なら大体がそうである。この村は外から見れば特別な村に見えるらしいが、中にいればどこにでもある刺激の少ない村でしかない。だから村育ちでもここを出て行く者は当然いる。
　しかしこの村は他の村とさえ離れていて、都会に行くには何日何十日歩かなければならない。馬や魔術を使った自動型車は道が悪くて本領発揮出来るのは都会の近くに着いてからと道のりを縮める役に立たない。村と都会では物価も違うし、金を手に入れようにもここの魔力を持ち出す事は流石に禁止されている。実際問題、村に来る専門家だからこそ長距離を安全に運べるのであって、素人が軽い気持ちで大量の高魔力有物を扱える物ではない。それこそくしゃみで自分ごと全てぶっ飛ばす事だって有り得る。
　厳選した魔力保持物だけを持ち、長い距離を歩いて都会へ辿り着いた後、高い魔力を武器に専門機関へ売り込みをかければ成功の可能性がないでもない。ただ、人間についたそのままの魔力はさほど使い勝手がない。そうなれば魔術と魔法の基礎を一から学ぶ事になるだろうがこれはこれで才能が必要になる。
　村の外で生きたいと思うのはあまり現実的ではないのだ。魔力を自由に使うのと同じく強い意志と高い目標がなければ出来ない。少なくともＡにはそこまでの気力がなかった。
村で生きる事が悪い事ではない。何となく言い訳染みてしまうのは、よその人間が持ち込む刺激的な外の話と動き回れる若い体が原因だろうか。
　湯船に子供が飛び込んで、Ａはハッと我に返った。

　浴場を出てその足でＡは酒場へ向かう。脱いだ衣類と濡れたタオルが少々邪魔ではあったが、浴場と酒場の位置関係からして常日頃の事、誰も彼もが既に慣れている。酒場自体が物干しを出しているし、遠慮する必要もない。
　酒場はとても賑やかである。毎日そうだ、ここは村で一番賑やかな場所なのである。男も女も若者も年寄りも皆、食事をしたり楽器を奏で歌ったりと酒を飲む場所という範囲を超えて適当に楽しんでいる。今日は誕生日かそれとも記念日か、子供がはしゃぎ回っている姿もある。滅多に連れて来てもらえない大人だけの特別な店であるから余計に気が高ぶっているのだろう。
　Ａは最近入ったという酒を奮発して頼み、カパカパと口に運んだ。味にこだわるクチではなく酔えればいい方である。都会で人気らしい酒はとてもアルコール度数が高かった。あっという間にＡは酔っ払った。
　ガヤガヤとした店内の雑音を聞いていると段々愉快な気分になってくる。勿論アルコールの力もあるだろう。先程浴場で沸いたふんわりした感傷もあっさり消えてしまった。
　大体感傷なんてそんなものである。
　気づけば避けていた隣人やら友人やらがＡの周りに集まって来ている。お互いアルコール頼みで、言いたかった事をずけずけとぶつけ合った。たかだか土下座を話題にしようとすんじゃねぇよとＡが隣人を叩いて軽い喧嘩になったりもした。
　ジャカジャカ調子の外れた音が鳴り、大した情報がなくても時代遅れだと思えるダンスを中年層が踊り出し、けたたましい笑い声があちこちで起きてグラスが割れ、酒ビンが倒れて悲鳴が上がってまあまあよくある酒場の風景になった所で。
　酒場の扉を蹴破って一人の旅人だった娘が転がり込んで来た。

「ううううううううちのペットが二足歩行を始めたんですけど！」
　これまたよくある風景である。



二、愛玩動物を愛する娘と凄いいい人

　まるで魔力を持たない人間ですら、魔力を得られるという奇跡の村。
　そこにイロが辿り着いたのはほんの数日前の事であった。

　一部では存在を確認されている。けれども多くの庶民の間ではただの伝説だと思われている。そんな村が実在しているとイロが知ったのは十年も前の事であった。
　彼女は代々魔法師をしている一族の出だが、何故か魔力の量が著しく少なかった。
　魔力は家系につくものではない――研究で分かっている事だが、それでもイロの一族はそれなりの魔力有者が多かった。
　もしかしたら彼女が知らないだけで、本当は魔力が少ない親戚もいたのかも知れない。しかし彼女の父も母も魔法師として生きていた。自然イロが育つのもそういう環境である。ここで働いているあの人は親戚、あの人は昔からの知り合いと親の関係者を知ればそれだけ魔力有者が増える。趣味や興味の関係で共に話をするのもそういう者の方がどうしても多い。そしてそうなればイロの話題になる事もあり、話題の中で彼女の魔力の少なさを同情し真剣なアドバイスをする事もある。
　父や母が気にしていなくても、また一族の誰が何を言わなくてもイロが劣等感を抱いてしまうのは仕方がない事であった。
　自分はこの一族の人間では無いのかも知れない。そんな事を考えてしまった事もイロにはあった。
　そうやって生きていたイロがこの村の存在を知って、どれ程嬉しかったか。

　勉強と努力があれば、魔法に関わっていく事が出来ないではない。イロも魔力が少ないなりに努力をして現在魔法師の末席に座っている。しかしそれでも、高い魔力を持った魔法師は憧れであった。
　自分のしていた研究を放棄して、他の魔法師の補佐を次の人間に引き継ぎ漸くイロはその村へ旅立つ事が出来た。
　その日の喜びと高揚感をイロは一生忘れない。
　だが。
　その後の旅路は客観的に見た場合、さほど感動的なものではなかった。
　魔法師として魔法の事しかしてこなかったイロは世間知らずであった。
　住んでいた町でも『ちょっと変わった娘さん』だと実は思われていたイロである。財布を忘れて買い物に行くのは週に数回、料理をすれば食品は炭と化し、洗濯で溢れる程の泡を生成するのも頻繁である。掃除なんて人生でした事がない。職業上、整理整頓は一応出来たがイロ独特の感性で分けられるので他人に理解出来ない状態になりがちであり、ついでに実験対象であった筈の動物を勝手に私物化した。
　そんな彼女が旅に出た。どうなるかなんて分かりきったものである。
　普通ならもう少し早く到着するだろう道のりを、財産紛失から詐欺追い剥ぎ、迷子遭難、怪我病気襲撃、短期雇用と弁償、無銭飲食兵士の世話と旅の困難をフルコースで味わってやっとやっと辿り着いたイロは村第一日目にして感情が高ぶり過ぎ、門の真下で気絶した。
　村人に発見された際、彼女は宿屋の空いている一室にそのまま担ぎ込まれ、行き倒れとして処置された。波乱万丈な旅路のお陰でイロの見た目は殆ど世捨て放浪者と変わらず、誰一人として魔力を求めてやって来た人間だと思わなかったと言う。
　元来並以下の体力に加えて食うや食わずで動き回る日々が祟り、イロはそのまま熱を出して看病を受ける身となった。気のいい村人達は名前も知らぬ薄汚れた娘をせっせと交代で世話をした。
　漸くイロが目覚め、ベッドから出られるようになった時には村の人間全てが彼女の存在を知っていた。道を歩けば大丈夫か、もう良いのかとあちこちから声をかけられついでに何があったかどこから来たか、名前はなんて言うんだと根掘り葉掘りである。
　世話になった手前そんな話を無下にも出来ず――というよりは本人のプライベートもぽろぽろ話してしまう性格による部分の方が強い――気づけばイロのプライベートはほぼ村人全てに公表された状態となっていた。その後はもう好き勝手に話が広がって苦労人の娘というレッテルがべったりと貼られていた。ついにはこの村で婿をとって生活すればどうだね、なんて年寄りが現れる始末である。
　村に到着して数日。イロは既に村の有名人であった。
　しかしお陰で便利な事もある。
　魔法師という立場を聞いて、村に拠点を置く魔力の専門家や魔術研究者が彼女に声をかけてくれるのである。
　魔力の少ないイロではあるが、魔法師という職業自体は誰にでも誇れるもので住む場所によっては一人いるかいないかというレアな存在である。これだけ専門家が出入りしている状況にある村だが、現役魔法師がいた事は一度としてないらしい。
　魔術に詳しければある程度の所までは解明出来る。しかしごくたまにつまずいて先に進めなくなる場合もある。そういう時、ここで研究を続けている者達は村から連絡を送って資料を取り寄せたり、本拠地から然るべき所まで回してもらい、解決したら答えを送ってもらうというじれったい手段を取っていた。
　そこにすっとぼけているとは言え魔法師としてそれなりに働いていたイロがやって来た。頼りたくなるのは当然であろう。
　イロもイロで見返りに差し支えない程度の情報をもらい、そのお陰で一足飛びに魔力を恒久的に向上させる方法を考える事が出来るようになった。

　ただ一方、イロにとって唯一困った事態が金欠であった。
　うっかり宿屋に何日も泊まってしまい、しかも食事から薬から看病から手厚い加護を受けてしまった。元より心許ない財布であったので既にスカンピンである。
　本当は一日二日のみ宿で情報収集をして、その後は誰かに魔法師の能力を買ってもらおうと思っていたのに初日で計画はばったり倒れてしまった。
　今更顔見知りに魔法師のノウハウ貸すのでお金下さいとは言い辛い。反対にあなたに情報あげたでしょうと何か請求されないとも言えない。やはり遠回りでも現地調査を先に始めればよかった。村人からそれらしい話を聞けていれば自分で考えて解決に導けただろうに、うっかり寝込んだせいで気が急いた。
　そんな事に頭を悩ませつつイロは次の身の振り方を考えていた。本当ならもう悩んでいる余裕もないのだが、そうは言っても考えずに動けないのがイロという女性である。
　彼女の肩にはモルモットが乗っている。実験生物であったのを私物化した挙句、今回の旅にも勝手に連れ出していた。過酷な旅にも関わらずモルモットは無事であった。健気にも彼女にしがみついたまま、こうしてここまでやって来た。倒れた時にも逃げる事なくイロの近くをちょろちょろしていたらしい。そんな話を聞いてはイロの愛着もひとしおである。
　果たしてモルモット自身にイロを慕う気持ちがあるのか、それはモルモットにしか分からない。兎に角今日もモルモットはイロの服を勝手にモグモグやっている。

　――しかしこのイロのモルモットは他のものに比べて少々大きいように見える。
　元々魔法で使用される実験生物であったから、多少の変化はあっても仕方がなかろう。個体差もある。だがそれにしても大きいのだ。普通のモルモットが大人の両手に納まるサイズであるのに対し、イロのモルモットは彼女の胸から肩までよりも長さがある。背中側に乗っていると一見襟巻のようですらあった。子猫よりは明らかに大きい。彼女はそれを認識していないが、イロが歩き回る姿を見ている村人達は彼女が肩に乗っけている生き物が何なのかで議論をしている。そんな程度には普通とは違う。
　因みにこのモルモットの名前はハニーと言う。イロが旅立ちにあたって名づけたが、モルモットがそれを自分の名前と認識しているかは当然の如く不明であるし、ついでにイロ自身も必要がなければ呼びかける事をしない。愛着と呼びかけの回数は比例しないらしいがそれはそれとして。

　彼女にとっては家族と呼んでもいいそのハニーごと路頭に迷うのは避けたい事態であった。イロは悩んだ末、結局森の中で魔力有物を採取する事を選択した。
　聞いた話を理解した所、魔力有物の多くは魔術的な解釈は進んでいても魔法的な解釈はまだなされていないらしい。例えば水は回復するだけ、石は爆発するだけとなっているそうだ。イロの魔法師としての能力があれば魔力のルールを解いて他の利用法を見つける事が出来るかも知れない。村に長く存在している物体であるようだし、遠いところから回りくどいやり方でしか状況を理解出来ない他の魔法師には難しくてもイロは現地で実物を見ながら判断する事が出来る。魔法師一族のノウハウも伊達ではない。
　何より村人の手伝いをして日銭を得るのは彼女に不向きである。却って弁償を重ねる事態に陥るのはこりごりであった。
　思い立ったら吉日とイロはそのまま森へ向かう。
　採取には村で制限をかけているとも聞いたが、持ち帰る訳ではない。ちょっと借りるだけだ。きっと大丈夫だろう。もし駄目だったら――謝ろう。
　村人がはらはらとした視線を送っているのにも気づかずイロは意気揚々と危険な森へどんどん近づいて行く。明らかに危ないですよ、不気味なんですよと主張する森の見た目は全く意に止めていない。実質森との繋ぎ目である門をはみ出て、あと一歩でもう森です、お下がり下さいという所でイロは目的の物を発見した。
　魔力が高く、魔術と魔法の知識が豊富ならば目で捉える事も出来るらしいがイロには不可能である。だが長年研究を行って来たお陰で物の些細な差異を見つけるのが得意な彼女は恐るべき洞察力であっという間にいくつかの材料を手に入れる事が出来た。この場にあったのは木の枝と小さな石で、それは一つ一つ違うものではあるがどれも魔力のないものとは違う特徴があった。サイズに魔力が比例する訳ではないようである。
「木の枝……はきっと樹木の状態で魔力を得た筈。石は溶岩の特徴があるから……山から出て来た物でしょう……。つまり魔溜り――えーっと本当は何て言うんだっけ、また俗称を使うんじゃないって上司に怒られちゃうなぁ……まぁいないからいいか、あのサボテンマン……いやいや。樹木が影響を受けるものと、溶岩、あとは水と温泉？て事は魔溜りの付近を水脈が流れてて――ああやっぱり山なんだなぁ……」
　集中していたイロは、その前方からやって来るものに全く気づかなかった。
　植物ではない。小動物でもない。
　のっすりと、イロよりは大きな影が、怪しげにくねり謎の悲鳴を上げる草木をかき分けてどんどん彼女に近づく。
　ハニーが気づいてそちらを凝視している。そして。
「……ここ、立ち入り禁止っすよ」
「ひやあー！」
　イロの叫び声がこだました。


　森から現れたのは一人の若い男であった。
　背が低く、猫背気味で首も肩も細い、頭でっかちと言われるイロと比べるととても体格がよく見える。しゃがんでいたイロが立ち上がってもなお顎を出して見上げる程の身長で、目の前にある腕は彼女の両腕を合わせたものより太いだろう。働く男らしい見た目と言えばそうだが、森から出て来たせいで声をかけられ気づいたにも関わらず一瞬大型の野生動物と勘違いしてしまった。
　心臓を押さえたまま硬直するイロに男はすっと手を上げた。過剰反応したイロが飛び上がるのを見て、男の手は空中をさ迷う。
「大丈夫っすか？」
「ああああ、あい、ああハイ」
「……」
　ようやく大げさな呼吸を始めたイロに安心したのか、手はそのまま下がり、男は会話をするのにちょうどいい位の距離に近寄った。木陰から出て、男の顔がはっきりと見えるようになる。
　彼はこの村の住人で、イィという名前らしい。
　勝手に働いた洞察力が判別した通り、年はイロより二つは下であった。イィの名乗りにイロが返答すると、彼は少し奇妙な顔をする。
　お互いの自己紹介が済むと、やっと真っ当な会話が始まった。
「別荘の交代の……？」
「え？違いますよ。私は個人です」
「ああ。いや、最近交代って言って送別会とかやってたんで」
「そうなんですか」
　歩けば行き倒れの娘とあちこちで呼ばれている現状である。大きくもないこの村でイロの噂を全く知らないというのも奇妙な気がする。と言っても『行き倒れの娘の噂をあなた知らないんですか』とはバツが悪過ぎて聞けない。
「そう言えば、この辺危ないんで。あまり近寄らない方がいいっすよ」
「はぁ。ありがとうございます。でも私この為に来てまして」
「それでもっすよ。森は基本立ち入り禁止って言われてません？」
「え？いやまだ……。でもそれだとどうやって研究なんてするんですか？」
「や、まぁ。なんつーか。そういうの、本当は村長を通さないといけないんで」
「はぁ。じゃあとりあえず村長さんの所には行きますけども」
　村独自のルールがあるのは不思議な事ではない。身勝手な振る舞いで村から追い出されては折角の旅も何だったのかという事になるし、それに従うつもりはある。
　しかしイロには本当に金がない。そして魅力的な研究材料を前にして一度置いておける程に冷静ではないのである。
　手に抱えた物をまるで子供のような顔で見つめるイロに、イィは小さく溜息をついた。
「普通は村人に頼んで集めさせるんすよ。村だけじゃなくて村の人間にも金を回す為に」
「あぁ……やっぱり」
「んで、どうしても森の中に行かなきゃいけないとかって時には村でも特別な人間が一緒についてくんす」
「はぁ……」
「中に入れる人間が分かると金の問題とか、村のいざこざになりかねないってんでこれは秘密になってて」
「その人雇うのって高いですよね……」
「まぁ、危険もあるし。でもそれ分かると村でやっかまれたり、自分も行けるんじゃないかって勘違いしたりする奴が出るかも知れないんで村長からしか依頼出来ない事になってんで」
　と、そこまで話してイロは気づいた。
　この男はその森から出て来たじゃないか、と。
「え。あ、もしかして」
「あ、まぁ。そうっす。でも秘密なんで。村で言ったら出て行く事になると思って下さい」
「あ。じゃあ」
　仲介を挟めば金額が上がるのはイロでも知っている一般の常識である。
　もう既に欲しい物は手の中にあるのだ。例えば、今ここで直接話をして村長には後から伝える……のはまぁ現実的ではないが、一度これを預けて村長の所に行った後で受け取るというのはどうだろうか。手間も時間も少なくて済む。それで値段をタダにしてもらうのは流石に無理としても手間賃分を安くしてもらう交渉は出来るのではないか。
「いや、駄目っすよ。勝手な事は出来ないんで」
「ち、違います。そんな大層な事は考えてないです」
「いやぁ、どうだか。魔力とかそういう勉強してるエライ人は頭がいいから。俺なんて適当に騙されるって」
「私だって別にそんなに頭よくないです。大丈夫です。あの、ただのお願いなので」
「や、口を聞くのも本当は」
「いえ兎に角お話を」
　イロもイィも喋るのが得意ではないようで「あ」だの「え」だのがやたらと多い上、相手の話を最後まで聞かない。それでも話が進むのだから大したものである。
　ぐだぐだな押し問答をしている内に、時は地道に流れ続けてイロがしゃがんでいた間よりは長くなった。他人が見たなら奇妙な状況であっただろう。不幸にもそれを指摘する人間はいないのであるが。
「あっ」
「ん？」
　と、突然イロのハニーが飛んで肩から転がり落ちた。脈絡のない動きに辛うじてイロが反応し、手をわたつかせたが、ハニーはその手の上でポンポンチョロチョロした挙句、華麗に地面へ着地して逃走。あっという間に姿を消した。
「あああああ？」
「何だ、今の……」
「うちの、うちのハニーです！やだ、何で？どうしよう」
「あー……まぁ、戻って来るんじゃないっすか？　馴れてんでしょ？」
「馴れてはいますけど！　でも小動物です！」
「はぁ、確かに小動物っすね」
「今の行動を見てどうして戻る事が期待出来るんですか！　明らかに意思疎通の絶望的な穴を感じたでしょう！　明らかにこれ以上は寄り添う事が出来ないという壁を感じたでしょう！」
「それはちょっと分かんね……」
「第一あんなに小さい体じゃ殆どの動物が一飲みです！　ああ、助けなきゃ。ハニー、ちょっと返事して！」
　意思疎通出来ないと言っておいて返事をしろとは。イィはイロの狂乱具合について行けず、つい呆然としてしまったが彼女が大股で森に突っ込んで行きそうになったのは流石に止めた。
「だから、駄目だって！」
「だから、駄目なんですって！」
　片や森に侵入するな、片やペットを放置しておいてはいけないと、同じような言葉で全く違う事を言っているが二人は混乱しないのだろうか。いや必死過ぎて気づいていないのだろう。
　はがい締めにされながらも一分一秒が事であると暴れるイロを押さえておけず、とうとうイィは殆ど投げ放った形でイロを解放した。転倒したイロは一瞬動きを止めたがそのまま森へ突入しようとする。イィが慌ててその手を掴んだ。
「はーなーしてぇぇぇぇええええ」
「鬱陶しいなぁチクショー」
　いい加減、暴れるイロに付き合っていられなくなったらしいイィは溜息をついた。もうこうなっては仕方があるまい。
「俺が代わりに行きますから」
「ハニーはぁああ、あ、あ。はい、ええ？」
「だから、森に行って見てきますから、そこを、動くな」
「え、あ、本当ですか！ありがとう、お願いします。さぁ一刻も早く」
　イロは両肩を叩いてイィを急かした。ビックリする程口先だけの礼であった。
　既にイィは会って一時間は経たない娘にある種の諦念を覚えている。もう何を言っても無駄だろうな、と口の中だけでブツブツ呟き森の方を向いた。



　イィの本音としては、今日はもう森に入りたくなかった。
　民家の中では一番森に近い場所に家が建ち、多くの時間を一人森の中で過ごすイィでも早朝から昼前まで位の最も安全な時間以外は緊張する。
　イィは腰にぶら下げていた大振りのナイフを手に取り、一歩一歩と木陰に身を進めた。近い所で見つかれと念じながらあちこちに目を走らせる。あんな小さな生き物がこんな探し方で発見出来るのか疑問ではあるが、彼が家から罠を持って来ると言えば恐らくイロは森に飛び込むだろう。
「大体何であんな無防備な……」
　手ぶら、粗末な薄い生地のワンピース、肩にペット。村の中を歩き回る格好ですらない。どこかから逃亡してきたのかとさえ思える。研究者という人間は皆あんなものなのだろうか。
「あー、いっそデカければな」
　イィがそう呟いた時、茂みがごそっと揺れた。振り返れば大柄な彼と変わらない位の影が見える。
　可能な限り気配を潜め、イィはその場をとりつくろうとした。しかし影は離れて行く様子がない。イィはその場を動けないまま警戒して警戒して――全く何も起きないのでじりじりと後退する事にした。
　やはり何も起こらない。影は明らかに見えているので気のせいではない。植物か何かか、それとも動く事の出来ない動物か、はたまた謎の新生物か。隙を突いて人間という可能性もゼロとは言わない。
「何だ一体……」
　イィはつい、好奇心で下がった距離をじりじりと前進する。すると影がまたごそっと動いた。慌てて飛び退く。
　今度はごそごそが大きくなり、イィはなりふり構わず音を立てて後退する。だがごそごそが近くなってきた。
　物音はイィについて来ているようである。イィは思いきって謎のごそごそに背を見せ走った。
　あっという間に森を抜けたイィはそのまま門を飛び越えて村の中に入る。
　横目に入ったイロの姿に彼は失敗を悟った。
　謎の物体はなおもこちらに向かっている。
　イロはぽかんと口を開けたままで動かない。
　まずい、危ない。言った所でどうにもならない。
　そして謎の物体がイロの眼前まで近づいた。
「ぎやあーああぁ」
　彼女の悲鳴にイィは思わず目をつぶった。
　とんでもない悲劇が起こるのだと体が勝手に反応してぶるっと身が震える。
　しかしそれ以上何も起こらなかった。イロの悲鳴は長過ぎる程に長かった。そして単調であった。
　手足がちょっともげましたという感じのそれではない。イィはそっと目を開けた。

　巨大なモルモットがそこにいた。


　巨大なモルモットに乗られてパニックと苦痛の悲鳴をあげていたイロは我に返ったイィによって救出された。
　信じたくない事実であるが、どうもその巨大モルモットはハニーらしかった。
　定位置であるイロの肩をひたすら目指していたので恐らく間違いはないだろう。話し合いの余地はないものの努力と誠意で肩に乗る事を諦めさせたハニーは今イロの横を二足でのしのしと歩いている。たまに空いた手で尻を掻いたりするのでイロはもう泣きそうであった。
　イィに付き添ってもらい村に戻ってからイロは酒屋に飛び込んで現状をわあわあと叫んだ。しかし解決方法を知る者は現れなかった。
　というよりはイロの乱れっぷりと既に違う生き物になっているハニーの姿に皆圧倒されて終了した気もしないではない。ちなみに、何故イロが酒場に飛び込んだかと言えば、目についたからとしか言いようがない。酒場で別荘の専門家達の方へ行く事を促されてとぼとぼと歩いている。ここまで来るとイィも他人事には出来ず、肩を落とした小さな背中に大きな背中が寄り添い更に大きな毛皮がくっついているという不思議な後姿を形成していた。
「魔力研究者に相談して、本当にどうにかなるんでしょうか……」
「さぁ……でもしてみるだけしてみたらいいんじゃないっすか」
「私も一応、その手の知識はあるんですよね。でも全く状況がつかめない。何のどんな魔力がどうしてこうなったのかが分からないから、戻す魔法が思いつかない」
「はぁ」
「今までにこういう事ってありましたか？」
「俺は知らないっすね」
「では逆に何かが縮んだという事は？」
「同じ……っつーか、森自体入る人間が少ないんで」
「ねー……こんな大きな変化が発見されてたら第一もう学会で発表されてますよねー……」
　イロの顔は暗い。イィとしてはたかがペット如きでという気分でもあるのだが、この珍事の一から七位までに関わってしまったので何とも言葉をかけにくい。
「でもまぁ、案外ほっといたら治るかもしれねーし」
「その間私はこのハニーと一緒に暮らす事になるんですね」
「大きくなってもペットはペットでしょ」
「それはそうですけど……」
「俺も体大きい方ですけど村の人間に変わりないし」
「それは何か違う気がします」
「魔力高くてもここの人間はただの村人だし」
「それも違う気がします」
「ただの特徴じゃないっすか」
「それは特徴ですけどこれは突然変異ですから。大体このハニーを連れて歩き回るのは無理ですよ。見世物になっちゃう」
「だったら暫くここに居るとか、ペットだけ置いておくとか」
「ハニーを置いて行くなんて出来ません！　何て事を言うんですか！」
「連れて歩くからこういう事になるんでしょーが」
「連れ歩かなければ危うく実験動物なんです」
「はぁ……よく分からん」
　諦めさせた筈のハニーがまたイロに乗ろうとして背中にぶら下がった。今度は耐えたが動く事が出来ず、結局イィの世話になる。
「私……そう言えば、お金がなくて森に行ったんでした……」
「研究とかしてる人って金持ちなんじゃないんすか？」
「そりゃあ蓄えがない訳ではないですよ。でも全財産持って旅に出てませんし、途中色々ありましたし」
「ココ、一応手紙で物とか金とか運んでもらえる筈っすよ」
「え？」
「そうじゃなけりゃどうやってここに長く居座ってる人達生きてるんすか」
「そう言えばそうですね……」
　イロにも多少世間知らずな自覚はある。だがこんな事になってしまって、自分の不器用さというか発想の乏しさというか、そういう所に愕然とした。
　自分の親や師匠であった人はスマートで、何が起きてもすぐにいい選択をする事が出来ていた。勿論絶対という訳ではなかったけれども、自分と比べればよほどうまく人生を生きている気がする。
「何か、こうなると本当に自己嫌悪が……」
「今更っすね」
「ちょ、こういう時って慰めません？」
「いや正直巻き込まれた感が半端ないんでちょっと」
「はぁあ……」
　落ち込みたいのに道の草を食おうとしてどこかに行くハニーを引きとめるだけで彼女は精一杯である。それにますます凹む。
「まぁ、世の中色々っすよ」
「色々ですねー……」
「金の方は多分、村長とか一番デカい別荘を管理してるエライ人に頼めばどうにかなるんじゃないかと」
「私、魔力の事以外何にも出来ないんですけど……どう思います？」
「何にも出来ないって事はないでしょ。五体は揃ってるんだし」
「ここまでの出来事を振り返ると揃ってる事実に自信がなくなります」
「いや見て分かるから」
「ねー……私、あなたより年上なんですよ。それなのにこうやって世話になって、励まされてるし」
「え、マジでっ……いや、まぁ。あの、まぁ年だけのもんじゃないって」
「そうですかぁ」
「俺だって、前はあんな風に森に入って行けなかったし。体はデカかったっすけど。訳分かんないまま前の人と一緒に動いて、怒られて失敗して恥かいて怪我して、ちょっとずつ慣れて一人でやるようになって、今は任されたって感じだし」
「やらせてもらってれば慣れますかねー」
「とりあえず、追い出されるまではやってみていいんじゃないっすか？」
「追い出されたらもう泣くしかないな」
「大丈夫っすよ、多分……。頭はいいんでしょ？」

　巨大モルモットの謎は解決せぬまま、イロは不器用で金欠なまま。
　結局イロが行き倒れて村があたふたとなった時と変わらず、物事はひっかき回されて終わったのだが、不思議と彼女は前以上に異常に前向きとなって、村のあちこちで騒ぎを起こした。
　しかしのん気で平凡な村にしてはちょっと刺激が増えただけで、大事になったりはしなかったらしい。
　なおこの年から暫く、モルモット急便なる不思議な魔力輸送屋が働いていたと言う。




三、少年の主張




　村の少年はＶと言った。
　その辺のＡやらびーやらシイとは違う、そこそこオシャレな響きを彼自身は気に入っている。
　Ｖは村で産まれ村で育った生粋の村人であるがその辺の村人とは違う存在であると自負している。
　顔は多少地味でも悪いという程ではない造作で、髪は村では珍しい混じりけのない黒髪。身長はまだ成長途中だが、体重は軽めでスタイル的にはまぁまぁである。トータルすれば道を歩いて一人は引っかけられる見た目と言える。
　それがいい成績かは分からない。何せ田舎である。

　そして、そんな彼の将来の夢は、魔王になる事である。


　村人らしく魔力の高いＶは、魔力をロクに使わない村人が嫌いであった。
　現在の世界で魔力程勢いのある力はない。肉体の強さだけに頼った実力主義は既に廃れた。手先の器用さに頼る技術の進歩はまだまだ遅く、選ばれた人間だけの特殊な能力の範囲から出られない。知力は謀略ばかりに回されて後ろ足すくい合戦が目下精々の所である。
　一方魔力に関する進化は凄い。魔力を使う為の魔術や魔法が体系化して申し訳程度の魔力しか持たない者でも魔法を使う事が出来るようになった。馬や牛と同じ力を生み出す事も出来ている。将来的には治療に魔術を使う事も考えられているらしいし、魔術委託を効率よく使って、魔力が高い人間だけに負担がかかるのを減らそうともしているらしい。
　Ｖはよその人間からそんな話を初めて聞いた時衝撃を受けた。魔力とは、魔術と魔法とはこんなにも素晴らしいものなのかとまるで目が開いた思いであった。
　それから別荘に通うよその人間に話を聞いたり、また自分なりに勉強をしたりして少しずつ魔力を魔術に出来るよう努力をした。今ではあまり苦労をせずに魔術を使う事が出来る。魔術が使えるようになってからは魔法の事も少しずつ分かるようになって、魔力がどこにあるのかとかそれをどう使うと効率的なのかとか、そういう事も多少分かるようになった。
　そして、村の実状に失望した。
　村の人間はロクな魔力の使い方をしない。自分が楽をする為にすら魔力を使わない。村の出入り口である木製の門がどれ程強固な物であるかをきちんと知っている者は多くないだろうし、現在森の案内役として選ばれている大男が相当な実力を持っている事も知らないだろう。
　本当の所、この村の事実を外のより多くの人間に知ってもらえばこんなせせこましい生活をしなくて済む筈なのである。これは村に滞在している魔術師達も言っている。家の雨漏りを拾ってきた板で塞いだり、いつ買ったのかも知れないくたびれた服を着続けたりしなくてもいいのである。
　こういう事を言えば、大人は贅沢だの怠けたがりだのと言って馬鹿にする。確かに、Ｖは村一番位にオシャレが好きだしそれだけ衣類や装飾品に金を使っている自覚はある。畑仕事は辛いし汚れるので嫌だとも思う。しかしそういう事だけで魔力と魔術を褒めているつもりはない。そうでなければ魔術の素晴らしさに感動したり不便な環境で勉強に励む訳がないだろう。
　主張を理解しない村人達とＶは慣れ合うつもりがない。後ろ指を差す者がいるなら勝手にやっていればいいと思う。
　Ｖは夢想する。
　今は少しずつ貯金をしていて、別荘の人間達に勉強を教えてもらっている。知識が増えた分だけ色々教えてもらえるようになったのでより専門的な話も聞く事が出来ている。中々筋もいいと言われた。
　それなりの額が溜まって、自分一人で生活していけるようになったら村を出よう。とりあえず都会がいいだろう。メドが立ったら別荘の人間にいい土地を教えてもらってもいい。それで都会のオシャレな生活を楽しみながら魔法師と魔術師、両方の学問を納める。魔法師ならどこでも働けるだろうから、また少し金を溜めて立派な自動馬車を買う。色は黒がいいだろう。そこまで充実した生活をしたら一度村に戻って来るのだ。ここまで勉強をして努力をしていればもう森に入っても恐くはないだろう。村人が止めようとも構わない、そのまま森を抜けて山へ入る。それで高い魔力を浴びて魔王になる。
　魔王になったらきっと誰もがＶを恐れ敬うだろう。Ｖを馬鹿にした村人達も皆Ｖにひざまずくのだ。その姿を脳裏に描いてうっとりとする。
　魔王の城は自分の好きな黒で統一しよう。外側は灰色のレンガで内側は黒の壁だ。食器や装飾品は銀を使う。自分は服が好きだから衣装部屋を大きく作るのだ。いっそ専用の服職人と革職人を雇ってもいいかもしれない。灯りは何を使おうか、火も悪くはないが魔術で光らせるのも便利でいい。そこまで出来たら都会の大人っぽい女性を集めて、後は気に入った人間だけで夜となく昼となく遊ぶのだ。
　狭い部屋の中に理想との差異を感じて思わずため息を吐く。今はいい、今は取り敢えず特別いい装飾品を見つけたらちょっとずつコレクションしていけばいい。吊るし飾りなんかはもう少しずつ材料を集めて作っておこうか。
　そんな事を考えたＶが机から紐や石を引っ張り出した丁度その時、Ｖの部屋の扉がガンガンと叩かれた。
「ちょっと！　Ｖ、ご飯なんだけど！」
「わ、分かったよ。今行く」
「さっさとしてよね」
　Ｖは詰めた息を吐き出した。
　魔王を志す彼にも勝てないものがある。それが彼の姉である。

「何部屋に籠ってやってたのよ？」
「別に、関係ないだろ」
「はぁ？　誰がこの食事作ったと思ってんの？」
「……勉強だよ。魔術師の所に行ったから、復習してたの！」
「あーそう。……魔術だか何だか知らないけど、家の事も少しは手伝いなさいよ。あんただって分かってるでしょ？　今年は畑が大変だって。お父さんもお母さんも、村の食料作るのに朝早くから出てるんだからね」
「知ってる」
「芋類は平気そうみたいだけど、葉物が悪いみたい。別に天気が悪い訳でもないのにおかしな話よね」
「風とか土の状態でも変わってくるからね、野菜は」
「そんなの言われなくたって分かってるわよ。あんたより早くから畑見てるんだから。バカじゃないの」
「……」
「隣の子はお父さん達と一緒に畑に出てるし、小さい子だって家畜の世話位はしてるし。三つ隣のＡさんなんてあちこち兼業で、別荘の方の手伝いもしてるのよ。凄いわよね」
「姉ちゃん、Ａの事好きだよね。結婚するの？」
「うるさい、大バカ。頭でっかち！　黙って飯食え！」
「……」
　皿が浮く程机を叩かれＶは口を閉じた。
　話しかけたのは姉の方だと言うのに理不尽である。
　大体、昔から姉は理不尽であった。
　何をするにもＶは姉の言う事を聞かなければならないのである。正しかろうが間違っていようが姉の言う事は絶対である。そして姉がいる以上、Ｖにプライバシーは存在しない。姉が部屋にいる時に近寄るのはご法度であるが、Ｖの部屋に姉は侵入出来る。風呂に入っていても姉なら扉を開けられる。やたらとそういう事が起きないのだけは幸いであるが、姉にとって必要だからこそＶの行動に介入するので、つまり介入する時に待ったはない。裸だろうが浮かれて踊っていようが姉が入ると言ったら入るのだ。
　反抗も反攻も許されない。そんな事をすれば村の全てが敵になりかねない。最早下僕と女王である。
　そして、この姉はＶの夢を最も馬鹿にする存在である。
　魔王云々という話は流石にしていないが、父や母はまだＶが魔力について勉強をする事に寛容である。その為に手伝いを減らす程度にはＶを認めている。
　一方の姉はＶに容赦がない。食事の度にこうやってＶへ小言を言い、村でも平然とＶの悪口を言う。村で彼が微妙に浮いてしまっているのは姉に一因があると言っていい――とＶ自身は思っている。
「食べ終わったら食器片付けておいてよ。あとそれが終わったら村の手伝いに出なさい。お父さん達がいいって言ったからって、ずっと家に閉じこもってばっかりで村の外の人間としか話をしないんじゃどうしようもないんだから」
「そんなの関係ないだろ」
「関係ない関係ないって、逆にあんたが関係してるものって何な訳？　魔術の勉強とか言ってもあっちからしたら暇潰しかあんたの魔力だか何だかを利用してるだけなんでしょ。それでも上手く行ってるのは村長がいいようにしてくれてるからじゃない。勉強道具になりそうな物は家のお金で買ってるし。大体魔力がどうのとか行ったってそれもこの村で生まれたからなんでしょ？　つまりあんたがそうしてるのは全部村のお陰、あんたが関係すると思ってるものは全部村に関係する事。だからあんたが村の為に働くのも当然。分かった？」
「……」
「大体、」
「あーもう！　分かったから！　これ洗ったら出るから！　だから先行ってろよ！」
「……じゃあ先に手伝い出るからね。来なかったら夕飯はないよ」
「分かった！」
　姉を追い出し、Ｖは思いきり溜息を吐いた。ロクでもない食事の時間であった。まるで味が分からないどころではない。何を食べたのかも思い出せない位である。皿を見て、姉お得意の地味な料理であった事を察しはする。
「本当に勘弁してほしい……」
　これだけ口が達者でＶに厳しい姉に、魔王になりたい等と言ったらどうなる事か。多分とんでもなく怒られる上に殴られるんじゃなかろうか。ぶるりと身を震わせる。
　Ｖは大人しく皿を洗い桶へと突っ込み、ザカザカと洗い出した。腹が立ったからと言って言われた事をボイコットすれば後が恐い。布で皿を拭いながらＶは姉に対する些細で効果的な嫌がらせをいくつか考えて鬱憤を晴らした。やや乱暴になったせいだろう、水気があちこちに飛んでいるがこれは放置する。どうせ乾くのだ、これ位の手抜きは許される筈である。
　Ｖは言われた通り、外に出る支度を始めた。例え村の中であっても部屋着も外着も寝巻もない暮らしぶりに馴染むつもりは彼にない。どうせ汚れるので、ラフな格好を選びはしたがそれでも恐らく村ではオシャレな姿になるだろう。それに貴重な紙製のノートは忘れない。Ｖは勉強家らしく何か思いついたり発見した時には必ずメモを取るようにしているのである。
　Ｖが外に出ると、働く人があちこちに見えた。忙しそうでもあり暇そうでもある。
　本当に急ぐのであれば魔力を使えば一番早い。しかしそれを覚える気がなくする気もないのだからこの村の最高速度は高が知れている。尤も、口で「大変だ」「忙しい」と言う割に走る事さえしていないような人間もいたりするので全く急ぎではないのだろう。
　畑の手伝いをするのが好きではないＶは出来るだけちんたらと歩いた。しかしそう広くもない村であるからあっという間に畑は見えて来る。
　根菜、葉物、蔓物、樹木になる物。
　どれもこれもが馬鹿に大きい。たまに意思を持っているのかうねうね動く物さえある。収穫の度に断末魔の悲鳴が上がる、という事はないものの何となく近寄りがたい。
「この村の植物は、変だ……」
　今更な事をついつい呟く。
　かく言うＶは幼い頃、蔓に引っかかった挙句そのまま木の天辺まで降り上げられた事がある。ただただ上の方でブンブンされただけなので命に別条はなかったが、それ以降すっかり蔓物が嫌いになった。




　勿論、そんな恨みだけの話ではなく、Ｖが変だと思っているのはそれ以外にも理由はある。
　ここで育てられる食物は実を結んでも何故か種を成さないのである。昔から疑問視されている事ではある。
　一応食べる事に支障はなく、また成長自体はしているので必要な時には村長が種を仕入れて来る形になっている。だがよそであれば普通に種を作る種類でもそうであるし、あれだけ大きく成長するにも関わらずそこから次に繋がらないというのも奇妙なものだ。
　植物に限らず、家畜もあまり増えない。大体乳を取ったり労働の手となるのが家畜の役目で潰して食う事はとても少ない。卵もそのまま消費されてしまう。その為違和感や不審感は少ないが、ふと考えてみて事実に気付いた時には何故だか背筋が寒くなった。
　そう言えばこの村では子供も生まれない。気づくと暫く姿を見ない者がいて、また気づくとその人間が子供と一緒に帰って来るのである。村でＶより年下は数が少ない。だから何も思わなかったし、少し知恵がついてもこの村には産婆がいないからだと思っていた。しかし村にそういう人間がいないというのは不自然な気もする。
　まさか、魔力が高い事にそんな弊害があるのか。
　現在そういう話があるとは聞いていない、もしそうであったならここにいる専門家やら研究者が黙っているとは思えない。だが、まだ魔力というものを人類は全て理解している訳ではない。
　この考えに至っているのがＶだけならこれは大変な事である。恐ろしい事だから広く知らしめる必要がある一方この発見で自分の名が世界に広がり外に出て行くチャンスになるかも知れない。
　これを切っかけにして、どこかのトップクラスの学問所が自分をスカウトするのだ。更に知識を増やして、偉くなっていく事が出来るだろう。そうしたら魔王への道は早くなる。
「ああ、でも村はどうしようか……。放置するのは流石になぁ」
　不安と喜びが入り混じった奇妙な空想を漂うＶを再び現実に戻す声があった。
「ちょっと、何ブツブツ言いながら通り過ぎようとしてんのよ」
　ぐいと首根っこを引っ張られてＶはカエルの悲鳴みたいな声を上げる。涙目になりながらその暴挙を非難すべく食ってかかろうとして寸前、顔を見れば相手は姉であった。
「痛いだろ！」
「名前呼んだじゃない、気づかなかったのはあんたでしょ。しかも別の所に行こうとしてるし」
「そういう訳じゃ」
「あ、さてはサボって逃げるつもりだったんでしょ？」
「違、単にボーっとしてただけだよ」
　誰が捕まると分かってこんな恐ろしい相手から逃げられると言うのか。Ｖが引き攣った顔で否定すると姉は胡散臭そうに彼を見つめた。
「どうだか……。でもまあいいわ、早く手伝って」
「分かったよ」
　Ｖは促されて畑に入る。
　確かに、姉が言っていた通り畑の植物は全体的に元気がなかった。
「土に空気を入れて、肥料を足してみようかって」
「じゃあ周りを掘ればいいの？」
「もうそれは終わってるわよ。あんたは出して残った肥料の袋をまた倉庫に戻すの」
「……なら何で今、肥料の話をしたんだ……」
「何か言った？」
「いや、別に」
「そこに積んであるのがそうだから。零さないように大事に運んでよ」
「ハイハイ……」
「ハイは一回！やるのが嫌なら飯を食うな」
「ハーイ……ったく……」
「は？　何か言った？」
「言ってないよ！」
「……とっととしまって来なさい、男なんだから」
　Ｖは理不尽に耐え、大人しく肥料を持ち上げた。独特の臭いのするそれは身に近づけたい物ではないが重量があるせいでどうしても抱える形になってしまう。早く終わらせようと二つも掴んでしまったせいで歩みは遅くゴールが遠い。途中走る子供に追い抜かされて何となく悲しい気持ちになった。
　どうにか倉庫についてＶがよたよたと肥料を下ろすと、狭く薄暗い中に埃がモッと立つ。Ｖは顔を顰めつつ手を振って周囲の空気を払い、ついで自分の身も叩いた。案の定というか、折角の服は汚れてしまっていた。土っぽい物が乾いて白っぽくなったのが黒い衣服では非常に目立つ。強めに叩き直しても摘んで弾いても無駄だろう、Ｖはつい舌打ちをした。
　もうこれ以上は汚れたくない。手伝いをさせられるにしてももう少し大人しい作業がいい――まぁそんなものは数が限られているが。
　兎に角、一度姉の下に戻らなくてはならないと、Ｖは少し早足で道を元に戻った。しかし姉の姿は見当たらない。Ｖは辺りを見回したが、それらしい姿は影さえない。
　もう終わりでいいという事だろうか。
　Ｖは念の為にもう一度周りを見たが姉の指示らしき物、例えばあからさまに置きっ放しに見える農具や次の移動場所を知らせるメモ等は全くなく。
「……いいって事だよな？」
　Ｖは誰かに聞かせるようにそう言うと何となくコソコソした気分でその場を離れる。そしてそのまま別荘の方へ向かう事にした。

　歩きながらもやはり服の汚れが気になって、ついそこに手を持っていってしまう。それは一見何かを擦りつける様な動きに見えなくもない。勿論本人としては払い落そうとしているのだが、多分それが伝わる相手はない。



　いっそ魔術でどうにかしてしまいたいがそういう訳にも行かない。Ｖにその能力が欠けるのではない。多少集中力が必要なのは事実だが服に土をつけて歩くのとを天秤にかければ、少なくとも彼にはその労力を払う価値があると考えられる事である。
　それでは何故そうしないのか。当然理由はある。
　Ｖが魔術を不用意に使わないのは、彼が魔王になりたいと思うからの一言に尽きる。
　魔力というものは使えば鍛えられるというものではないらしいのである。寧ろ使えば使う程に減ると言う。この村では魔力を使っても元に戻るが、よそでは魔力を使い過ぎれば体力諸共すり減って人によっては二度と使えなくなったりするらしい。
　らしい、そうだと言う。そんな不確定な言葉が並んでしまうのはやはり魔力と魔術への理解がまだまだ不十分であるからで、だからこそ高い魔力を求めるＶは不用意に魔術を使う事が出来ない。故に大した目的もないのに魔力を役立てない、使っても本当に馬鹿らしい事にだけ、そういう村人の姿に一層苛々するのである。
　通りすがり、犬にどこから持って来たのか分からぬ泥水を指一本で引っかけて遊ぶ子供をＶは目一杯に叱りつけてやった。年長者のしつけぶった顔をしてみたがちょっとした八つ当たりでもあった。
　無駄だ、実に無駄だ。あんな下らない事をする位なら自分の代わりに服を綺麗にしろと言ってみたくなる。実際言えば下手な魔術で服をバラバラにされる可能性の方が高いので絶対に言えやしないが。
　思わず荒くなった鼻息を収めようとＶは他の所を向いてみた。そうして気づく。村がざわざわしている感じがする。
　賑わっている、という様子ではない。よい事が起きた時と違うのはすぐに分かる。ただ、今子供を外で叱った事からして危険が迫った訳ではないのだろう。何と言うか、戸惑っている。そんな雰囲気が空気を漂っている。
「何だ、一体……？」
「あんた、ちょっと何してるのよ？」
　聞き慣れた声に飛び上がりかけた心臓を必死に押さえてＶは振り返る。
「ね、姉ちゃん」
　だっていなかったからもう終わりなんだと思って、だって一応あちこち見たけど何もなかったし、だってちゃんと探したし声も出したし、だってだって……。
　溢れる言い訳を姉は「それどころではない」と一刀両断に切り捨てた。
「今、大変なんだから」
「えっ？」
「大人が集まってる。さっき村長さんも出て来たって。別荘の人も呼んでるし森守の人も声かけたみたい」
「何で？」
「どうなるんだろうこの村。ねえどうなるんだろう？」
「いやだから」
「子供と、旅の人達はそのままでって言ってたみたいだけど」
「いや何で？」
「もしこのまま……でもそんな事は、ねぇ？」
「だから」
「とりあえず一度家に帰るよ。あとで話があると思うから」
「姉ちゃん！」
「何よ、この大変な時にうるさい」
「一度でいいから人の話を聞けって」
「あんたの話ならいつも聞いてるじゃん」
「ほら既に聞いてない、それ」
「はいはい、分かったから。で、何よ？」
「何が起きてるの？」
「は？　あんた何も知らないの？」
「だから聞いてるんだろ！」
「村の水が枯れるかもしれないって」
「えっ」
「今はまだ平気らしいんだけど、何かそんな兆候があるとかって。それだから野菜の育ちも悪かったんじゃないかって話も出てたみたい」
「何で？　今までそんな事なかったのに」
「だから大変なんでしょ。んでただの水だけか、それとも水と一緒に魔力が出てるみたいな話もあるから魔力も枯れるんじゃないかとか色々言ってたけどでもまだよく分からないみたいだから」
「何だよ、大変じゃないか」
「だから最初から大変だって何度言ったよ？」
「大変だ、だけじゃ分からないって」
「私が大変だって言ったら大変なの」
　姉の態度も含めてとんでもない話である。Ｖは混乱した。
　魔力が枯れてしまったら自分の夢はどうなるのか。まさか山の全ての魔力が枯れ果てるという事ではないだろうが、村で魔力を得られないとなると計画に狂いが生じるかも知れない。いやそれどころではない。水が枯れたらそもそも生活が出来ないではないか。
　呆然とするＶを姉が引っ張り、二人で家に戻った。家に戻った姉は水甕の中を覗いてから水桶を掴んで外に出て行こうとする。Ｖもそれについて行こうとしたが姉に留められた。
「お父さん達が帰って来ると思うからあんたはそこにいて。とりあえず座ってなさい」
　大変な事が起こるのか、それとも起こらないのか。言いっ放しで放置された言葉に只管戸惑う。不安定だし現実感がない。だからこそどうしていいのか分からない。普通に動き回る姉が奇妙にさえ思える。
　このままでは村もなくなってしまうのか？
　家から外を眺めてもＶが歩いていた時と変わって見える訳でなし、ただ観察してみれば少しだけ早足の大人が多いような気はする。
「ただいま」
「ごめんね、今日の作業は大丈夫だった？」
「あ、お帰りなさい。うん、あまり大した事は出来なかったけど」
「いいのよ、ありがとう」
「父さん……」
「二人共一緒にいたんだったら丁度いいな。今聞いてきた話をするから座りなさい」
　そして家族会議となる。Ｖも姉弟喧嘩が激し過ぎた時なんかにも体験している空気だが、この緊張した様なそれでいて落ち着こうとしている様な感じに慣れない。いっそ各々意見を紙に書いて集めるとか、別の方法はないのかとさえ思ってしまう。
　感情が態度に出ていたのだろう、姉がＶを小さく突いた。

　簡単に会議の結論を言ってしまえば、もし万が一いざという事があれば村を出る事になるかもしれないというやはり確定しない曖昧な話であった。その合間合間に姉が慌てたり自分が荒れたりしたが、すぐに出て行く訳ではないとまた何ともフヤフヤした終わりになった為にＶの口からは先程から「何だか」という言葉が止まらなくなっている。
　本当に何だかなあ、なのである。
　そのまま夕飯を食べ、当たり障りのない会話をして部屋に戻り自分の時間を過ごす。姉辺りは母と浴場に言ったかも知れない。Ｖはベッドの上で勉強用のノートを開き、魔術の基礎理論を繰り返そうとした所で結局はぼんやりとしてしまっている。
　普通に過ごしていて、夢や野望を持っていて、村なんて嫌いだと言っていた。それが今日になったら突然世界が変わったようである。おかしなものだ。
　Ｖの村人が嫌いという気持ちは変わらないし、村にとんでもない愛着を感じるかと言われれば否定するだろう。村を出て行くつもりでさえいたのだ。しかしそれでもこのまま村が本当になくなってしまうのかと思うと尻の座りが悪い。
　ベッドに寝転がったＶはノートを腹に乗せて暫くごろごろとしていたが、ふっと向かいの家から灯りが消えたのをきっかけに立ち上がった。
　Ｖはこの村が嫌いではない。しかし村を信用している訳ではない。もしかしたら今出ている話は噂だったりで本当の事ではないかも知れない。最近別荘に住んでいる人間が変わって、Ｖも話した事がないような人間が籠りっきりになっている。だからもしかしたら、村の魔術を知らない大人が勝手に勘違いしていたり、よそ者が適当な事を言っているだけなのかも知れない。
　連絡が曖昧なせいでおかしなやり取りが起こる事もあると言う。本当は森の中まで専門家が行って見なければならない所を、また村の一部の人間しか入れないとか言って変な風になっている事だって考えられるではないか。
　そうだ、水なんて物が突然枯れるとは思えないし、魔力だって同じ事。今までだって雨が降らなくて乾いたとか日が強過ぎて枯れたとかそういう事しか起きていない。
　Ｖは自分の思いつきがとても鋭いもののように思った。そしてこれこそが真実なのではないかという気がしてきた。ならばすべき事は一つだろう。即ち魔力を持っていて、魔術が使える村の人間のＶが様子を見に行く事である。
　自分が確認した事で虚実がはっきりすれば一番いい。もし分からなかったとしても、自分の気持ちを晴らす事は出来る。解決出来れば村の英雄である。流石にそこまでは無理だろうが。
　行動が見つかれば当然親や姉は止めるだろう。それに見に行ったけれど分かりませんでした、は他人に言いたくない。

　なのでＶは月明かりの下に、窓からこっそりと出て行った。



四、よく起こらなくていい村の大事



　村。
　かつての魔王と勇者の話が、おとぎ話ではなく言い伝え位に伝わっている。
　大きくはなく、小さ過ぎる事もない。
　魔力に溢れていて、それを探し求める人が絶えない。
　たまに魔力絡みでおかしな事が起きて、しかし毎回何となくで収まる。或いは収まった気になる。
　そして今はピンチ。それも水が枯れるかも知れない、魔力も一緒になくなるかも……という話と村の少年が姿を消したと言う事件が同時に起きて混乱しかけている。

　そんな村の村長は地味で目立たぬ倹しい自宅で溜息を吐いていた。
　村長の見た目は意外にも若い。髪は色濃く、肌には皺もない。目も歯も白くて欠けがない。見た目だけでは村長を村長と判断出来ないのではないだろうか、そんな位である。その上、本人が基本的に村長を主張しないので恐らく限られた人間しか村長と言う事実を知らないだろうし、村長の意志を尊重して誰も「よ、村長」等と声をかけたりしない。なので余計に村長らしからぬ村長であった。ただ雰囲気が若者のものとは違っていて、それだけは村長っぽいと言えるかも知れない。
「あー……何でまた余計な手間が増えてっかなー」
「それは仕方がないでしょう。寧ろ混乱は少ない方なんじゃないですか？」
「つーか何でこんな事になっちゃったかなー」
「それも仕方がないでしょう。自然の事ですし」
「ったく。こう中途半端な状態で中途半端に情報が出てるとまた更に混乱が起きそうだ」
「村中が中腰みたいになってますよねー」
「何でこうなるんだか」
「まぁ不確定要素モリモリですからねー」
「ヘラヘラしてないでお前は働けよ、他人事面してんじゃねぇ」
「あ、酷い！」
「当然だろうが、クソ」
　音もなく隣に立った、同じく年齢不詳気味な男に村長は靴の爪先で蹴りつける。結構痛そうだ。実際男はもさっとしたボリュームの髪を揺らして飛び上がった。
「この後どうするつもりです？」
「人を適当に纏めて会議。もう少し落ち着いて調査とかしたかったけど代理通達じゃもう無理だろう」
「代理なんか立てずに初めから顔を出せばよかったんじゃないですか？」
「うるさい。いいからお前はとっとと行け」
　村長に言われてもっさり男はあたふたと外へ出て行った。村長は頭をバリバリと掻く。これからどういう順番でどうするかをさっさと決めなければならない。とりあえず一番優先されるのは失踪者の捜索だろうか。ただの家出ならいいが、変な事に巻き込まれていないと確認出来ないなら放って置くわけにもいかない。村の外なら家族や村人に任せればいいし、一応こちらで近くの村に連絡しておこう。問題は森の方へ向かってしまった場合だが――。
　そこに再び扉が開いて、女性が現れた。
　服こそ質素だが決して田舎者の感じではなく乱暴な態度をとられたら倍以上のお返しをされそうな強かさが感じられるタイプである。本人に向かって女性ではなく女だの女子供だのとは間違っても言えないだろう。女性はキビキビとした動きで村長に近づくと比較的早口で喋り出した。
「魔力研究で責任者の方と村の重役に商売方、あとは森守と数名の方に集まるよう伝えました。モルモットの方にも声をかけて頂けるそうです。あとは先程、行方不明少年の家族と話したのですが村の外に出た可能性は低そうです。どうも魔術をかじっているようなので森に入っていたとしても少しは自分の身を守れるでしょう、希望的観測ですが」
「何か森守って響きが面白いよな。あとその喋り方なんだろうな」
「非常にどうでもいいです。あと喋り方については私、父の下で勉強をしていた事がありましたので」
「あー、何か補佐的な奴か」
「そうですね」
「で、この後どうしたらいいと思う？」
「もう決まっているのでしょう？」
「一応、補佐的な意見を聞いておこうかと」
「とりあえずは村長として舐められないようにして頂ければ十分でしょう」
「それが一番かよ」
「意外と大切なんですよ、見た目って」
　女性がかけていた眼鏡を外すと下から可憐な瞳が現れる。今は一つに纏められている髪をほどいたらまた違った印象の人物になるだろう事は確実であった。
「まぁ、じゃあ行くか」
「お供は？」
「しなくていい。アイツを森にやったからそっちと繋ぎを頼む」
「分かりました、ダーリン」
「……うわっ、見ろこの鳥肌」
「大分失礼ね」
「仕方がないだろう、反応なんだから」
　村長はいかにも普段着っぽい衣類を脱いで、やや都会風の服に着替えた。そうすると村長という感じまでは行かなくてもまとめ役という雰囲気にはなる。
「こういうの、何か久し振りねぇ」
「本当、もっと忘れた頃に来るんでもいい位だ」


　村でそこそこ影響力のある人間が集まったのは、当然のように宿であった。
「何かねぇ、曖昧な話過ぎて一体どうしたものかという感じですよ」
「そもそもどこからこんな話が湧いて出たんだか」
「村長さんのお知り合いかららしいですが、一体誰なのか」
「実際そのまま普通に過ごしていていい気もするんだがなぁ」
「でもねぇ。村で森で山でしょ。何かあったらすぐやられちゃうから」
「実際の所どうなんです、専門家的には」
「いやぁ、私なんかはただの雇われ人ですから何とも申し上げにくいのが正直な所です。お隣さんなんかに聞いてみたりもしたんですが、最近来たばかりでやはりはっきり状態を見極める事が出来ないらしくて」
「そう言えば、あんたの所の娘さんが見つけたんだって？」
「別に、うちの所の娘とかそんなんじゃないっすけど。家を空ける事が多いんで間貸ししてるだけで。あと見つけたっていうのも多分違う」
「いやいや、男女の仲なんつったら……」
「そういう話しに来たんじゃないでしょう。余計な事は言わないで下さいよ。んで？」
「確かに、何か魔法師の力だかで森の雰囲気が変わって見えるらしいっす。で、仮説とかで山から地下水脈がどうとかで魔力と水に関係性があるとか。詳しくは分かんねぇけど」
「あれ、そういやその魔法師さんも来るんじゃなかったか？」
「モルモットが急に縮んだんで混乱してます」
「なんだそりゃ」
「パニックになってる時はあの人何言っても無駄っすから」
　そこへ村長が到着する。ノックもせずに扉を開ければ、一気に視線が集中した。
「お待たせしました」
「え、あれ？」
「誰だ？」
「ああ、村長」
　誰だか分からんという反応とそうではない反応が四対六の割合である。
　村長は一度全員に軽く挨拶をしてから、自分の顔を知っている森守のイィと別荘管理者の間に腰を落ち着けた。
「イロさんはどうしました？」
「あの人は別件でちょっと来れそうにないそうです」
「それは少し困りますね。えーと、イィは話は聞いてきましたか？」
「ハァ。でもあんまり聞いても分かんねえ感じっす」
「じゃあそちらは、管理人さんの方にお任せしていいですか？　別荘の方と協力して話をしてみて下さい。分かった事があればこちらに連絡を」
「はい、大丈夫ですよ」
　柔らかな物腰は先程男を蹴飛ばしていた人間とは思えない程である。村長ってこんな奴だったのか、という顔をしていた面子もやり取りを聞く内に段々馴染んで来たようである。
「村長。そもそもどこからこの話って出たんです？」
「それなりに信用出来るクチからです。ただやはりそれを鵜呑みに、という訳にもいかないでしょう。自分達の目で確認はしないと。ですが事が事ですから対応は早い方がいいだろうと」
「対応と言っても……。一体どうしたらいいのやら」
「水の方は調査の様子によってでしょう。ただ魔力が絡んでくると厄介です。なので場合によっては避難という事も視野に入れておくべきでしょう」
「その辺の所はどうするんですか？」
「まずは知識のある方達で情報の共有と検討を。避難が必要な時にはこの宿の方と……あとはＡ君辺りにお願いしましょう。そして何より、行方不明になったという少年の話です」
「Ｖちゃんだったよな、いなくなったのは」
「あの子はなぁ。中々変わってるから。村から出てったんじゃないの？」
「家族と話したけどそんな感じじゃないみたいよ。何かねぇ、村が大変かもって話を家でしてたら深刻になっちゃったみたいで」
「あーあー……」
「なまじ知識があるからねぇ。森の方に行ったんだと思うよ。変わった子だけど責任感はあるし、魔術の勉強してるんだって自信があるみたいだから」
「Ｖ君はどれ位魔術が？　管理人さん」
「ああ、はい。こちらに懐いてくれるのが嬉しいと言うので、最近担当者が変わった所の前任さんが大分色々教え込んだみたいです。魔術もそれなりに使えますし、この村の子なら魔術委託された物も上手く使えるかと」
「どちらにしろ早めがいいのは確かですね。それでは、村の外は家族と周りの人達で手の空いている人に探してもらって、森の方はイィにお願いします」
「イィちゃん、あんた一人で大丈夫かい」
「はあ。でもまぁ、いつもの事っすから」
「すまんね。体が丈夫だって言っても大変でしょうに」
「私達からもお手伝いを出した方がいいのでは？　村長」
「二次被害の方が恐いですから。私の方で同行者は出しますよ」
「え、まだ森に入れる人っていたんですか？」
「その辺は秘密という事で」
　話し合いはスムーズかつ迅速に行われた。元々話し合いをする必要があるというよりは村長がどういう考えの下で動くかを知らしめたかった、というのが主であったから微妙に話についていけない人間がいたりしても構わないのである。途中、お茶が入ったり話の輪から外れて雑談が起きたりしたのは御愛嬌という事で、内なる粗野な村長も表に出ず心の中で悪態がつかれるに留まった。
　解散を言われた後、扉を開いて三々五々と散る。その中で役目を与えた者はそれに従って動く事であろう。人のいなくなった部屋で村長が腕を組み鼻を鳴らした。
「何か、偉そう……」
「実際偉いんだ、俺は」
　扉の横から現れた人影に慌てて猫を被ろうとするも、相手がイィであると知ると村長は脱力して布団のないベッドに腰を下ろす。
「毎回思うんだが、ベッドを椅子代わりに会議してて気が抜けないのか？」
「村の中では当たり前だから」
「何でお前、俺にはウッスウス言ってくれない訳？」
「何であんたに気を使わなくちゃいけないんだか、父親の癖に」
　見た目だけならば村長とイィは殆ど変わらないように思える。それは村長の外見が若いからか、それともイィが体格的に老けた印象を与えるせいか。少なくとも親子という感じではない。それでもイィは村長を父親と言った。
　それ以降むっつりとしたイィを村長は構わず、ベッドに寝転がったがすぐに勢いをつけて起き上がる。
「さて。じゃあ行くか」
「もう？」
「不良少年はさっさと捕獲した方がいいだろう」
　そして村長とイィは二人揃って森へと向かったのであった。





　門を躊躇いなく越えて、二人はこれ以上なく怪しく危険な森を進む。
　この森には獣道と呼ぶべき道さえ存在しない。力のない獣は植物に襲われるし、力のある獣は植物の方が避ける。訳の分からない生き物に訳の分からない植物。村にも意思を持って動いているらしい植物だったりが生息しているが、ここの植物はそれよりも遥かに自律的であった。森の全てが勝手気ままで人間が全て理解するのはいつの事かと言った有様である。
　森に慣れたイィは獣のように森に馴染んで不要な争いを一つも起こさなかった。必要な時には大振りなナイフを使い、その体に相応しい力で害ある物を遠ざける。命を取り合う程の事は殆どない。こういう所だけは普通の森と変わらないだろう。
　一方の村長は全く力強さを感じさせない見た目にも雰囲気にも相応しからず、森の生き物を一匹たりとも近づけなかった。それはどんな奇妙な能力なのか尋常の光景ではない。気配一つ、身動き一つにまるで森そのものがへりくだるようであった。
「相変わらず気持ちが悪い」
「人に向かって言う事じゃないぞ」
「事実を言って何が悪い」
「態度が悪い。あー、疲れる」
「疲れるって、殆ど動いてないだろ」
「お前とは違うからな」
「……」
　イィをこの森の番人にしたのは村長である。ついでに森守と命名したのも彼である。命名しておいて何か面白いとか言うのもまたこの男である。
　実の所、この仕事をすると決めてからイィが慣れるまではずっと村長自らが前任として指示をし、彼を鍛え上げたのである。イロにはさもいい思い出のように語ったが、イィ的には生温くからかわれた記憶の方が多い気がしている。そもそも村長はイィが新米の時からこうであり、技を盗むとかそういう方向には全く役に立たない相手であった。アドバイスやら知識やらは確かなものであったが態度が態度なので、お互い気づけば喧嘩腰という事も少なくはなかった。
　こうして自力で進むようになっても今一つ村長を尊敬出来ないイィである。
「どこに向かう？」
「どこに向かったらいいと思う？」
「……俺は、村に近い所で見つかると思ってた」
「でも行けそうな範囲に人の通った痕もなく、本人もなく、死体もないと。思ったよりＶって子は優秀だったんだな」
「森が動いただけかも知れない」
「それでも何かしらはあるだろう。お前、魔法師と一緒にいてそんなもんなの？」
「一緒にいる訳じゃないって」
「いいんじゃないか、大分変わった娘らしいけど」
「だから」
「とりあえず、避難小屋を何か所か見てみるしかないだろうな」
「話を」
「まさかそんな奥の方までは辿り着けないだろう」
　そうしてまたイィにわだかまりを増やしつつ行動を再開したのである。
　ところが、二人が近い範囲をせっせと必死に歩いてみても少年の姿は影も形も見当たらない。少人数での捜索というものが効率的ではないという部分もありはするが、捜索者は森に慣れ過ぎている程に慣れている二人である。特に謎めいたこの村長にとって森は庭みたいなものだったりする。見慣れない物、異常があれば気づいただろう。また前も見えない藪と木と木の隙間では人の通りたい方が定まってくるように、大体どういうルートが進みやすいかも理解している。だが普通の人間が一人で行けそうな所を過ぎ、年に何回も使われない避難小屋を過ぎても何一つ発見出来ずじまいで流石に二人もこの森にＶはいないのではないかと思い始めた。
「本当にいるのか？」
「だってなぁ。こんな時に村から家出って言うのも不自然だろう」
「ないとは言えない」
「まぁ……そろそろこっちも厳しくなってきたし……でもここまで来て、本当は森の奥にいたんですはマズイから、後一か所だけ。多分お前も行った事ないっていうような所だけど」
「……」
　頭を掻きながらも先を指した村長にイィは無言で頷いた。
　そして他の人間ならば滅多に到達出来ないだろう域に二人が入る。森は色濃く暗い。よっぽどの理由があっても先に進みたいとは思えないような、そんなおどろおどろしい植物に溢れていた。村長が先導して行くもののおぞましい生き物を見かけてイィが息を止める事も増えた。時折地面が揺れるような感覚もあり、正しい所を歩いているのかはおろか、自分が真っ直ぐに立っているのかも分からなくなる。乾いた土が埃を立てるので息をするにも気分も悪い。
　そこにいる事が不安になる、そんな場所にイィは苦痛を感じ何度も足を止めそうになった。しかし村長は物ともせずにどんどん進んで行ってしまう。イィは慌てて追いながらも、こんな所に少年がいるなんて有り得ないと心底から思った。
「ほら、もう少しだ」
「……」
　気づけば肩で息をする程になっていたイィを村長が励ます。彼の言う方には確かに、見覚えのない建物が存在していた。
　大昔から使い続けられている城に似た石造りのそこは蔓と苔に覆われている。しかし植物に支配され崩壊の一途をたどっている……という訳でもないようだ。ある意味でその建物は森と一体化していた。
「これは……」
「やっぱり当たりっぽいな。ほら、入口を見ろよ」
　村長が言う通り、通用口らしき小さな扉の所だけ蔓がなくなっていた。蔓自身が去って行ったのか、それとも何かの力でどかされてしまったのか。何にしても最近開け閉めでもしたような感じである。まさか獣が扉だけを狙ってどうこうとはしないだろうし、まして扉を使用するとは考えられない、というよりは考えたくない。二足歩行可能なモルモット的生物は勘弁である。恐らく人間的な生き物が通ったのだろう。そしてこの森にいる人間的な生き物と言ったら、捜索対象である少年であるとしか思えない、というよりはそういう事であって欲しい。
　果たしてＶはどうやってここにやって来たのか、疑問は残るがとにかくここ以外に行く場所はないのである。二人は建物の中に扉を開けて入っていく。
　中はひんやりとして湿った空気に満ちていたが、無人で放棄されていたにしては清浄な空気であった。しっかりとした通気口があるのだろうか。当然であるが灯りはなく、暗い。目が慣れない間は動く事が出来なかったが暫くしてどうにか二人は進めるようになった。
「どの辺りにいるんだか……」
「あまり歩きたくないな」
　見た限りでは部屋が何室もあるようには思えない。広い筈の中に幅広く天上高い廊下がスッと続いている、不思議な作りである。外観では城という感じがあったが中の印象は遺跡や神殿という雰囲気もする。
　イィがきょろきょろとあちこちを眺める一方、村長はある程度の目的を持って歩いているようである。度重なる村長の態度や言動に、イィはいよいよ不審感を覚えた。
「あんた、ここに詳しいのか？」
「まぁ。ちょっとな」
「いい加減……あんた、おかしい。変だ」
「変わっている自覚はなくもない。でもお前等だって同じだろう」
「……？」
「住んでる村は魔力が多いって言われている。そこに住んでる村人も同じ。よそから見れば十二分に変わってる」
「それとは違う」
「同じだって。自分では自分を変わってるなんて思わないだけだ。そんな風に思ってたらどうしていいんだか分からなくなる。だから自分が普通だと思うのが普通。つまり俺にとって俺は普通。ちょっと変わってますねと言われようが、実際言われる回数が多くて俺って変わってるんかなーと薄々考えたりしようが、それ以上でも以外でもない。お前も同じ。村人も同じ」
「……」
「ほら、Ａっているだろ。あれなんて分かりやすい例だね。自分じゃ魔力多いけどただの村人です、みたいな顔して案外よく働くしタイミングの見計らいもいいし、人の面倒見もいい。若いからってふらふらしてるけど嫁候補も結構いる。潜在的有能な人物だね」
　凄まじく話をそらされ、当然イィは納得出来ない。しかし村長にはそれ以上説明をする気がないらしい。
　村長は時々見つける戸を開けては、中を覗きまた戸を閉める。殆ど広さのない部屋らしき場所には何も存在しておらず、一体何のためにあるのかといった空間である事が殆どであった。
　結局二人の人間関係が悪化するだけで他に何も起こらず最奥だろうと思われる扉に到達してしまった。
「よし」
「……」
　開けると何か起こりそうな大扉である。イィが一旦村長の事を置いて緊張し、ナイフを握り直した。が、イィの覚悟が決まるより先に村長が扉に手をかける。
「ちょ」
「おーっし……重いな、この」
「おい」
　かくして扉は開かれた。




　重々しい空気が流れ出るのではないかとさえ思えた大扉であったが罠が待っている訳でもなければ魔物が現れる訳でもなく。開けて一歩目から絨毯らしき物が目に入ったりで、寧ろそこかしこに雑多な生活感を見出す事が出来る。イィは素直に戸惑った。しかしそれも村長が「いた」と声を出す前までである。
　扉にふさわしく大きな部屋というか空間、の中央に人影らしきものが倒れて見えた。
　慌ててイィはそちらに駆け寄る。一応警戒の念は解かなかったが、姿がはっきりしてくればもうそれどころではない。
　とうとう二人はＶを発見した。
　倒れたままの少年に怪我でもしているのかと体に触れてみれば、身じろぎがある。出血があるようでもなく、今分かる限りでしかないが動けない程の大怪我があるようには思えない。何度か声をかけて支障なさそうな範囲で肩を叩く。するとＶは自力で体を起こした。
　二人はホッと安堵の息を吐いた。
「お前、怪我は？」
「……誰ですか？」
「村長だ」
「はぁ？　誰が？」
「俺が」
「はぁ？」
「……探しに来た。村で騒ぎになってる」
「ああ……えー、イィさん？」
　不審そうに村長をじろじろ見ていたＶだが、イィを見てまた言葉を聞いて少し安心したようである。
「どうやってこんな所まで」
「仮にも森守だからなぁ。Ｖ君こそどうしてここに来たんだ？」
　胡乱な視線に今更脱ぎ捨てていた猫を思い出したらしい村長が、言葉使いを改めてＶに声をかける。急にしゃんとした男に少年はますます奇妙な視線を浴びせる事となったのだが、ここで猫を再度脱ぎ着してももうどうしようもあるまい。そのまま村長は丁寧な態度を続行させたいようである。
「……それは、村が何か騒がしかったから」
「水だ魔力だって話だろう」
「そうです。どこからそんな話になったのかも分からないみたいだし、どうなるのかも分からない。そんな状態で、でももしかしたら村を出るかもとかそんな話になってて。訳分かんねえから。村の人間は魔力があっても知識がないし、村の外から来ている人達は知識があっても魔力がなかったりする。大体村長が森によそものを入れないようにしていたりするから、だから俺だったら魔力があるし、知識も少しはあるし、万が一見つかっても村の人間だから問題にはならないだろうって、そう思って」
「……そうか」
　健気らしい少年の言葉にイィは少しばかり同情した。だが、村長はそうではないらしい。取り繕った顔の眉間にシワが浮き、大きな溜息が口から零れる。
「バッカだな。そういう事はこっちできちんとやっているんだから。勝手をしたら寧ろ迷惑になるだろう」
「対処してるって、たった一日でどこから来たんだか分からない噂で村の人間が右往左往してんじゃん。どこが対処出来てるんだよ！」
「混乱が起きたと言う程の事じゃないだろ。全体で見れば一部の範囲だ。どうなるか分からないからこそ何も知らせないで、突然全滅させる訳にもいかない。ある程度どうとでもなるようにしておきたかったんだよ」
「おい」
「若いなぁ、ったく。とにかく、お前のせいで俺の一日が潰れてるんだからな。もう少し先まで考えて行動しろって」
「探しに来いなんて言ってない」
「村の人間がいなくなったら村長なんだから探すに決まってるだろうが」
「……」
「にしても、よくぞここまでって感じだが。まさか他にも誰か一緒だったりしないよな？」
戻した筈の紳士っぽい態度もあっという間になくなり、地が出てしまった村長があちこちをきょろきょろと見回した。
「……本当は、こんな所まで来るつもりじゃなかった。俺はバカじゃない、自分の力の範囲位分かってる。適当な所まで見て、姉ちゃんが安心する位の材料が手に入ればそれでいいかなって思ってたんだよ。でも」
「でも？　え、姉も一緒に来てんのか」
「違う、こんな事に姉ちゃん巻き込めるか。一人だよ……あまり人が入った感じのない所の手前で帰ろうと思ったんだけど、何か突然波が」
「……波？」
「こう、大きなもこもことした波が」
「もこもこ？」
「気づいたらその先頭の背中に」
「はぁあ？」
「……魔物に襲われた？」
「というよりは、気づいたら巻き込まれたっていうか」
「何に？　え、今の森にそんな生き物がいるの？」
「いや……多分違う」
「え？」
「ここについたら何故か縮んだんだけど。今その辺うろうろしてるんじゃないかと」
「何？　何の？　何が？」
「モルモット」
「はああ？」
「……まさか、イロ？」
「いや何か五匹位いたし、あと毛の色が違った気が」
「森にモルモットが生息してる？」
「そんなバカな」
「巨大化に留まらず……あれは一体」
「メスだったのか？」
「……いや、オスもメスも。森に入ったのはそんな時間じゃなかった筈」
「え、まさか単為発生？　分裂？」
「あれは……一体……」
　イィの中でモルモットという生き物のイメージが崩れていく。思わず彼が遠い目をする一方で、謎の生き物へ興味が湧いたのか更にきょろきょろと周りを見回し始めた村長。そんな大人二人に呆然とするのがＶ少年である。先程までちょっとばかりあった深刻な雰囲気はどこかへ去ってしまっていた。
「あのお、どうされました？」
　そこへ第三者の声が届く。イィとＶは文字通り飛び上がって闖入者の方を向いた。
「……誰だ？」
「誰だと言われても。名乗る程の者ではないと言いますか」
「にしても誰だ？」
「しいて言うなら、お手伝いの者ですか？」
　疑いを晴らす気がない疑問形の回答にイィは警戒を強める。Ｖもその影に隠れるように身を下げた。もさっとした男が近づこうとするのでイィはナイフにさえ手をかける。しかし、その間に村長が立ち塞がった。不審者からかばおうというのだろうか。二人が村長を見つめていると村長は男に自ら近づき――その頭を引っ叩いた。
「……おっそいんだよ。真面目にやってたのかよ」
「酷い！　こんなに苦労させておいてその言い草は酷過ぎる！」
「あぁあ？」
「あ、何でもないでーす……」
　どう見ても他人とのやり取りではない。それはそうだ。このもさっとした髪の年齢不詳気味な男は、何と村長の家から蹴り出されたのと同一人物なのである。当然イィやＶは知らないが。
「こいつ……誰だ？」
「まぁ、気にしなくていい人物？」
「はーい……気にしなくていい人物でーす」
「知り合いなのかよ？」
「そういう事にはなっちまうな……」
　苦々しい顔をした村長は男の爪先を地味に踏みにじっている。痛みに耐えているのか男の顔は酸っぱい物でも食べたようになっていた。
「兎に角、気にしなくていいから。そっちはそっちで進めてろ」
「何をどう進めろと言う」
「モルモットを回収するとか」
「回収してどうなる……？　俺は、一人でここから帰るのは無理だ」
「じゃあ掃除でもしてます？」
「何の為に……」
「綺麗っていい事ですよ？」
　普通の顔で言われては抜けているんだかはぐらかしているのか分からない。
「それで、どうだった？」
「はい。やっぱりあそこが原因のようでしたねー。手は入れてきました。あとは娘さん達の所にも顔を出してきましたよ」
「娘？　……まさか。まだ他に子供が」
「あー、違う違う。いいからお前はそっち向いて埃でも拾ってろ。んで？」
「はい。もうここで最後です。ここが大丈夫ならもう平気ですよ」
　訳の分からない会話にイィとＶはさっぱりである。何となく、二人が何かを行っていたらしいという事だけは察される。
　イィは村長そのものからして怪しんでいる。それにこれ以上なく怪しい男が加わってイィやＶを除け者にこそこそとしているのだから、どうして疑らないでいられるだろう。いい加減、お前は何なんだ、とイィが積年でもある想いを声を出そうとしたその瞬間。身に染みるような衝撃があった。
　いや、衝撃ではない。現に建物自体や周囲の物には何も起きていない。チリ一つさえ影響がない。
　ただ体が何かを感じた、そんな感覚である。じんわりとして、何となく重かった体が軽くなったような、突然ベールに包まれたような。それはイィに起きＶにも起きた。少年はイィよりも強い感じ方だったのか目を見開いて動きを止めてしまっている。明らかにおかしい。何かが起きている。
　イィは村長と男を見た。二人は、やはり平然としていた。
「もう大丈夫そうですねー」
「よし。あー、じゃあもういいな。家出少年も見つかったし、もう帰ろう。そして風呂に入りたい」
　異常事態と思われる中で二人だけがのん気である。
　絨毯が突然ゴモっと膨れて中から巨大なモルモットが現れた。
　少なくともイィにはもう何が何だか分からなかった。思わず先程出し損ねた言葉が零れる。
「何だって言うんだ……」





「これはモルモットに似てるけど魔法動物ですねー。魔力の量によってサイズは勿論、数が増えたりする仕組みになっているみたいです。珍しいですよ、これ」
「どうしたらそんなもの作れるんだか」
「中々高等技術だと思いますよ。やっぱり都会の魔法師となると違いますねー。純粋な魔術だけではなくてその魔術自体を更に魔力とからめて魔法下に置いているというか」
「そういう話じゃねぇよ。どういう趣味してんだって話」
「え、おかしいですか？今はわらわらしてるだけですけど、もう少し系統を整えて利用法を定めれば凄く役に立つと思いますよ。体質的に魔力を溜めておけない人の代替にもなりそうですしねー、単純に魔力をどれ位持っているのかを視覚化させるだけでも現在だったら十分じゃないですか。それに大気からだけでなく魔力を吸収させる方法が確立出来れば他人の魔力を奪って無力化も出来ちゃいますからねー。暗殺とか謀略にも役立ちま」
　男が無邪気に邪悪な事を言った途端、村長の拳が男を襲う。
「痛い！　酷い！」
「大概にしとけよ、お前」
「はい、すみません」
　物語ならば、危険の中に飛び込みそれを潜り抜け、目的を達成した後は華麗なエンディングが待っている筈である。例えば馬に乗って蹄の音も高らかに村へ戻っていくとか。
　しかし四人が乗っているのはモルモットなので、残念ながら蹄の音は期待出来ない。人間が乗るべき生き物ですらないので、背中にしがみ付いているだけと見た目も悲しい程に残念である。
　身軽な一匹を先頭に一列連なりでモッモッモッモと森を突き進む姿はいっそシュールと言ってもいいかも知れない。
　人間の一番前は村長、二番目が謎の男、三番目にＶが入って最後がイィとなっている。後方二人はモルモットに乗るという未知の体験に一杯一杯で殆ど顔も上げられない。まぁＶが顔を上げられないのはいかにも挑発的な蔓を含んだ周りの環境にも原因があったりはする。
　しかし前方の二人は余裕があるらしく先程から雑談に興じている。後ろの二人には聞こえていないと思っているのか、特に村長の態度はイィにさえ見せない子供染みてラフなものであった。
「それにしても今回はちょっと面倒臭かったですねー」
「……まぁな」
「個人的にも少しずつ改善していけたらなーとは思っているんですけど、中々思うようには行かないですねー」
「努力しろよそこは」
「いやぁ。これまでで出来なかった事を一朝一夕という訳には」
　自然って偉大ですねー、と間抜けな声が後ろに流れて来る。先頭のモルモットが何を思ったのか突然停止したせいで全部がつんのめるように停止した。上に乗っている人間達ももれなくガクンと揺すられる。
「あ、落ち、落ち落ち――」
「いっそ落ちた方が早いっつの」
「何でそういう事をするんですか、ああ突くと危ない！　というより後ろ向きでもブレないあんたがいっそ憎い！」
　とても大人のやり取りとは思えない。そんな二人の姿にイィは呆れ果てて溜息を洩らした。思ったよりも大きなそれは普通なら聞き取りにくい筈の前方まで届いたらしく男が村長へ突きつける。
「ほら、お宅の息子が呆れてますよ！」
「そんなの知るか」
「……息子？」
　ぼそっと小さな声がイィの前から聞こえた。
　それはそうだろう。Ｖ程の年齢からすればイィのような大きな男に親兄弟がいるとかいないとか、そういう事はあまり意識に乗らないものである。ただでさえ正体不明、村長という主張もなくひっそりと村長をやっている村の一員でありながら謎の多い人物であるからして、村長に家庭があるかどうか等、村の中で知っている者はいないのではないだろうか。イィ自身もこの事実を事実として認識しながら他人事程度の感覚でしか受け止めていない。寧ろ嘘だったと言われた方が常識的にはしっくり来る。
　独り言のようなＶの言葉に返事をする者はなく、また再び下らない雑談が前の方から流れてくるのであった。

　村についた時には夜と言っていい時刻であった。
　大型モルモットがなだれ込んだ村は一時騒動となったが、残念ながらその程度の事態ならばこの村は慣れ切ってしまっている。モルモットの事はあの子に任せろと言わんばかりにイロが担ぎ出されててんやわんやしながらもやはり何となくで収まった。
　その際、ふと山の方を見たイロがポツリとこんな事を呟く。
「あれ……戻ってる」

　次の日、魔力だか水だかが枯れるとか枯れないとかという話はこれという説明もないまま解決したとされて、何が何だか分からぬうちに元の平和な日常が戻ったのであった。



　非日常的非常時に見舞われた数日後。
　物事が何となくで進行する村はとっくに騒ぎを忘れたようになっている。
　少し変わった事があったとすれば、Ａという青年に恋人が出来たらしい事と森守の男イィと村の少年Ｖ、ついでに村の宅急便イロが親しくなった事位であろうか。

「姉ちゃんが今日もうるさくて……」
「まぁ、恋人が出来ると暫くはそういう風になるみたいですから落ち着くまでの辛抱ですよ」
「すごい他人事みたいな話し方だけど、イロさん恋人とかそういうのは？」
「私は勉学が友達で恋人ですから」
「胸張って言う事なんすか、それ」
　少年Ｖは魔法師のイロをこの村での師匠として認めたらしく、彼女の下で以前より本格的に魔術の勉強を行っている。イロはイロで縮んだモルモットがまた大きくなった為村を出て行く事も出来ず、そのまま魔力の魅力溢れる村で生活を続けている。既に村に馴染みまくっており、殆ど村人と変わらないようにも見える。
　そしてイィは向上心と探究心の強い二人に頼られて、森を出たり入ったりしている。一層魔力やら森やらの研究をしたり思ったより広いイィの家で茶を飲んだりと、まあ充実していると言えばそうである。
「それで、魔術を使い過ぎると魔力がなくなるって話なんですけど」
「はい。可能性としてはある事ですし、過去にそういう人もいるようです。でも平和な現在の環境では早々起きないと思います。体内の魔力全てを絞り出したら普通体の方が保ちません。死んでしまいます」
「へぇ、そうなんですか」
　Ｖがノートに書き留めるのをイロが茶に口をつけながら見守っている。彼のノートはイロと勉強するようになってから白い部分が少なくなった。
「やっぱイロさんの話は勉強になるなぁ」
「先に言った通り、勉学は私の友人であり恋人ですから」
「こうなるとバカに出来ませんね。イィさん」
「……なんで、俺に？」
「えっ、いや別に」
　大男と少年という年どころか見た目もちぐはぐな二人であるが、案外相性は悪くない。元々二人共村では浮きがち、離れがちな存在であった為こうして会話をするのが新鮮でもあるのだろう。
「そう言えば、結局あの騒ぎって何だったんですかね」
「騒ぎ？」
「ほら、あの水がどうのって」
「ああ。Ｖが遭難した」
「止めて下さいよ。あれ、あの日家に帰ってから姉ちゃんに散々叩かれ怒られて大変だったんですから」
「それは自業自得……。姉さん泣いてただろ」
「うっ。まぁ……」
「急に戻ったんですよねえ。あれ。確かにあの時、魔力には変動がありそうな気配だったのに」
「あれ、水が枯れるって言い出したのイロさんじゃなかったんですか？」
「私は魔力の事はある程度分かりますけど、水の事なんて分かりませんよ。そういう噂を聞いて、ここの魔力は水との関係もあるみたいだから影響が出るのかなっと思って調べに行ったら、確かに森の感じとかが少し変わりそうな気がしたってそんな位で。森に詳しいのはイィさんでしょう？」
「俺はそういうの分かんないんで。散々歩き回ってれば普段と違うとかそんなんは分かるけど。変だったかって言われれば、確かに変かもなってそれだけ」
「じゃあどこから来た話だったんですか？」
「……あの時は、確か村長が確かな話だって言ってた、筈」
「あの村長が？」
「そう言えば、イィさんって村長さんが嫌いなんですか？　何かいつもと違いますよね。村長さんの話をすると」
「……」
　何となくわだかまりのある話題に触れられてイィが沈黙した。しかしＶがあえて空気を読まずに森で知った事を口にする。
「息子って……何かそんな話をしてませんでした？」
「え、でも村長さんってそんなに？」
「イィさんって俺が思ってるより若いんですか？」
「私よりは年下ですよね？」
「えっ？」
「そもそも村長って、何なんですか？　森で会った時も何か変だなって思ったし。性格悪いし」
「変なんてそんな事言ったら駄目ですよ。人には個性があるんですから」
「でもあんな森の奥に突然沸いて出た男と知り合いとかよく分からなくて」
　二人が疑問を口にする。それはイィが長年抱えていた疑問とも似ていた。
「……村長は、確かに父親。らしい。育てられたのは事実。でも俺は母親を見た事がない。それにずっとあんな感じだから、どこかで拾われて育てられただけかも知れない。よく分からない。ただ、外見の事はおかしいと思ってた」
　嘘偽り誤魔化しが一片でも混ざった関係というものは往々にしてよそよそしくなりがちである。そこにどんな理由があろうとも、どんな年齢の誰がどう関係しているのであってもそれは変わらない。今のイィが自活する程度の年齢であると言っても首を傾げながら長年村長と触れ合って来たのならそれは中々悩ましく、到底水に流せない問題であった事だろう。
　住んでいる人間殆どが知り合いというようなのん気な村の中に、そんな複雑な家庭があったとは。意外と重たい真実が出て来てまだ若いＶは戸惑う。うっかり気まずくなりそうな空気の中、イロが話の先を繋げた。
「見た目が変わらないというのはちょっと気になりますね。確か、Ｖ君は以前そんな感じの問題があるとか言ってませんでしたっけ？」
「え？　ああ、はい。魔力が体に特殊な影響を及ぼす可能性があるんじゃないかって」
「体力回復等のいい影響はもう知られてますけど、悪影響というのはあまり考えた事がないですね。過剰な魔力を受けると魔物化するとは言いますし、実際ここの村の生き物も結構変わってますが」
「植物とかおかしいですよね」
「村の人は気づいていないみたいですけど、鶏とかも結構変ですよ」
「マジで？」
「はい。でも、じわじわ影響があるとかっていうのはあまり……」
「この村、子供が生まれないんじゃないかって。植物の種とか出来ないし。だって産婆もいないんですよ？」
「……産婆は昔いたぞ。年を取って引退した後は継ぎ手がなかったらしい」
「え、マジで？」
　仮説があっさり崩れてガッカリさえ出来ずに目を丸くするＶである。
「うーん……寿命……見た目……。でも年齢や外見は個体と生活環境の差で大きく変わったりするって言うからなぁ……そっちの方は全然詳しくないし……。でも温泉で体力が回復出来るとか……温泉は温泉だし。魔力で体力が上がる？　そんな話聞かないな……魔術を使用した場合？　その可能性……いや意義がないと。でもそれこそ感性による所が」
「イ、イロさん……？」
「あ、もう無理だこれ」
「美容？　若作り？　いや不老？　美容と言っても限度がある。若作りはちょっと考えにくいような……不老？　でも例え努力しても日常生活を送りながら不老になる為に集中と努力をし続けるというのも何か不自然な気もするし、いくらこの村に魔力が満ちていると言ってもそこまでの所をカバーしきれるかどうかと言ったらそれはまた難しいような……仮にもっと魔力の多い所なら？　ここがくしゃみ程度のきっかけで魔術が発動するレベルならそれこそ瞬き一つで魔術を使える環境であれば或いは」
「Ｖ、そろそろ帰れ」
「あ、はい。すみません。ご馳走様でした。また来ます」
「村の手伝いも」
「ハイハーイ」
「そうするとあとはもう山？　でもあんな山の中に行って自分を保つ事が出来るまた自分の思う通りに魔力を使いこなせるなんて不可能だしそれこそ魔王と勇者でもなくっちゃ――」




　イィの家から自宅へ戻ったＶは、手も洗わぬうちから姉ののろけ話を聞く羽目になっていた。逃げるだけ無駄だったというか、寧ろ逃げた分だけ蓄積していたような猛攻である。本人にのろけの自覚がないからまた性質が悪い。相手は一体何をやっているんだこいつを止めろ、という気にさえなる。それを目の前の一殴り十倍返しな姉に言っても仕方がないので黙っているが。
　只管拷問のような時間をＶは耐える。この時間ならもう親も戻っていると思うのだが一体どこに隠れてしまっているのだろうか。そんな事を思っていると何故か外から親が帰って来た。しかもその手には収穫したらしい野菜が乗っている。
「あら、帰ってたの？」
「どこ行ってたんだよ」
「ちょっと父さんとお風呂にね。それとついでにこれ」
「何これ？」
「あなた、あの日の事で村長さんにお礼してないでしょう。忙しい時に時間を割いて頂いたんだからこれ持って行って来なさい。今日のこの時間はもう大丈夫そうだから」
「えー……いいよ、別に」
「いいよじゃないの。母さん達はその日の内に挨拶とお礼して、村の人達にもご迷惑おかけしましたってお詫びしてきてるけど、こういう事はきちんとしないと駄目。村の人達にはもういいから、村長さんだけは今すぐに行きなさい」
「そんな」
「父さんに言いつけるわよ。あとそれならもう危ないから魔術の勉強もさせない。家の手伝いをきちんとしてもらう」
「……分かったよ」
「よし。じゃあこれ。早めに食べて下さいって伝えるのよ」
「こんな物……絶対家にあるって。持ってっても迷惑だろ」
「気持ちが大事なの！　ほら行く！」
　こんな時、姉と母は似ているとＶは思う。
　村長に対してあまりいい感情を持っていないＶは、出来れば誤魔化してしまいたかったが、そんな事をしたらすぐにバレるのは分かっている。仕方なしに記憶の薄い村長の家を目指して家を出た。



「あー、もう疲れが抜けない」
「何か久し振りに動いた感じですもんねー」

　倹しい家の中。
　椅子にだらしなく座った村長は態度がとても悪かった。元々猫を被っていない限りは立派とは思えないような人物ではある。
　しかし今の所は、先日の活動が尾を引いているせいと言える。
「凄く疲れた凄く疲れた凄く疲れた」
「聞いてますから。甘えるんだったら相手を選んで下さいねー」
　村長は一か所に体重がかかるのさえも嫌なのか椅子の背に後頭部を乗せているかと思えば机に上半身を預けてみたりで、いっそベッドに寝てしまえばいいのではないかと言いたくなる。それを相手にするもさっとした男も言葉こそ普段通りのように聞こえて形状は村長とどっこいどっこいである。
　男二人がだらだらする姿は傍から見ていて格好のいいものではない。
「いやあ。しかし何年ぶりです？」
「何年じゃ利かないだろ。何十年？」
　折られる指が担う単位は何であろうか。何度も折り畳みする男に村長が溜息と共に答えた。
「何百年って事はないと思いますけど。月日が経つのって早いですねー」
「それって年だろ」
「そりゃ年ですよ。自覚ないんですか？」
「いや、流石にそれは」
「ねー。昔はあんなに小さかった子があんだけ大きくなる訳ですよ」
「あれ、でか過ぎるよな。正直。老けて見えるし」
　あれと言われた人物は誰であろうか。恐らくはこの村の中で村長の事を三番目位に知っている口数の少ない彼を指しているに違いない。
「それは仕方がないでしょう。それより何で確執なんて作ってるんですか？　普通にしてればいいのに」
「だって恥ずかしいだろ。百年青年期続行中とか……。あっちの方は別れがたいーとかそういうの考えてるみたいだけどな」
「はぁ……そんなもんですかね」
「それより他の奴等はどうだったんだよ？」
「まぁ、久し振りでしたけど何だかんだ相変わらずですよ。子供が反抗期だったり自分がまだ反抗期だったり」
「それ。それが嫌なんだよ、俺は。自分より達観した子供とか真っ直ぐ目が見れない」
「それはちょっと分かりますねー。でも仕方ないでしょう。魔王の腹に飛び込んだら誰だってこうなりますから」
「調整の方はどうなんだよ？」
「山の中央の弁が詰まってる感じでしたね。なんで撤去はして、下流のチェックして、あとはもう他の方々にお任せですよ」
　あともう少しあそこにいたらハイになっちゃってましたねー、とそれ程大変そうではない口調で男が言う。
　村長が何気なく肩を回した。パキっと音が鳴った。

　そして扉が突然開いて、Ｖが野菜ごと中に転がり込んで現れた。

「村長って、魔王だったんですか！」
「このバカ野郎。俺は勇者サイドだ」

　一回転の後にＶが放ったすっとんきょうな一言。ちなみにこれは村長宅に到着したものの、入るに入れず気づけば盗み聴き状態で会話の一部を所々耳にはさんだ結果である。
　『何百年』『俺は』『魔王』『山』
　実に都合のいい所だけを聞いたものだ。
　普通なら、ここだけ聞いていたとしてもそういう思考の着地はしないものであるが、そこにＶの考察やらイロの仮説やらイィの疑問やらが混ざり合った結果そんな意見が出てきてしまった訳である。
　前提を知るならば、非常識ではあるが理解出来ない事はないだろう……理解出来ない事はないが、やはり非常識である。
　しかし闖入者を見る二人は期待通りか残念ながらか常識の範囲から色々な意味で外れていた。
妙なジェスチャーが二人の間を行き来する。
　笑ったりしかめたりしているが、怒ってはいないようには見える。が、見えるだけかも知れない。とりあえずＶには判断が出来ない。

　正座した状態でＶが僅かに後退すると、二人が大股で近づいて来た。
　そしてＶは二人に肩を掴まれて――






五、事の終わりにネタバレを



「――昔々のお話。
ある所に、一つの国がありました。
と言っても昔でいう国なんて現代からすれば小さなもんです。実際その国は山一つを中心にナンボ程かの平野がくっついた程度の大きさで発展具合も文化レベルも程々といった所です。
これといった変革もなく、結果的にそこそこ善人の王と競争心のない保守的な貴族に統治されていた為、民衆の生活も代々大体一緒という非常にのん気なものでした。
人口があまり多くなかったので、広い草原が多くありました。そこに行くととてもよく蚊に食われました。
しかしまぁ、自然の事なのでそのままでした。

ところがどっこい。ある時、一人の男が現れます。
男はよそ者でやたら怪力でした。そしてどちらかと言うと自己を通したいタイプの性格でした。男は止められるのも聞かずに、国に一つだけある、不便で誰も開拓していなかった山を自分の持ち物にすると公言して自然の中に消えて行きました。
『あそこに王様よりでっかい城を建てたるわ』
それが最後に聞かれた言葉だったと言います。

結果を言うと、残念ながら男は早い段階で山攻略をリタイアしました。
普通に考えればそうです。どんな特殊能力者でも一人で家一件建てるのは骨です。
これだけなら夢に破れた男の民話ですが、この男は後の大騒ぎの種を落としていきました。
何と、男が侵入して来た事で魔力をたんまり蓄えていた山が自我に目覚めてしまったのです。
ざっくり言えば山こそが現在で言う魔王でした。魔王の山です。魔王の山さんです。
自我に目覚めたと言っても足があるわけでなし、あちこち動き回るとかそういう事はありませんでしたが定期的に魔力が吹き出したりしました。当然そんな山に獣は住んでいられません。生きていられるのは魔力を浴びて形の変わった魔物やら植物ばかりでした。
栄養がよかったのかそれとも魔力の影響か、麓の森は一層鬱蒼として誰も近づきたがりませんでした。


訳も分からぬままに山が魔王になってしまった国は混乱しました。
今までのん気に暮らしていたのが仇にもなりました。
人々はよそ者の男が何かしているのだと噂をしました。王や貴族はそれを鵜呑みにしました。
そして何もいない山に向かって供物を捧げてみたり、勇み足に森へ飛び込んで泣きをみたりとそれはそれは大騒ぎになりました。
こんな山の近くに住むのは嫌だと唯一の都会へ人が流れ込んで、人口過密状態を起こしもしました。
事を収めなければならない王は、あたふたと走り回りましたが無駄なマラソンでした。慣れない事に疲労して足腰を痛めたりしました。
貴族も推定魔王の男に懸賞金をかけたりしましたが、そもそもの前提が間違ってるのでどうにもなりはしませんでした。
ろくすっぽ武器もない国では森に入る事さえ普通の人には困難でした。
王家に伝わる騎士の鎧を引っ張り出した王は、鎧の重みでロクに動けないのに森に行って、ギックリ腰になりました。
こんな体たらくでは次第に国への不満も高まります。
苦肉の策として貴族の中で娘を持つ者達が生贄として捧げる案を出しましたが、娘達の意見を聞かずに先走ったせいで生贄予定の娘全てがグレて家出する事態となりました。

しかしある日。とうとう一人の少年が災害対策隊の目に留まったのです。
少年は生まれながらに高い魔力を持ち、魔力の流れを視覚でとらえる事が出来たのです。当時は魔力の事が殆ど分かっていませんでしたから、魔物は魔力が原因ですと断言出来るだけ素晴らしいものでした。
そして少年はとりあえずその魔力とか言うのをどうにかすんべと表舞台に立たされました。
王は彼を勇者と言って国民に紹介しました。なので人々は彼を勇者と呼びました。
王達は辛うじて国民の心を取り戻せた今が最後のチャンスと、出自関係なしに兎に角使えそうな人間を片っ端から集めました。自分より若い勇者の指示にもほいほい従いました。
そして国をあげて不思議な剣……に見える物を作り上げたのです。
実際剣と言うよりは杭だったり筒だったりの方が役割としては正しかったのですが、流石にそれでは格好がつきませんでした。

そうして勇者は森へ旅立ちました。
勇者と呼ばれたので体面的には一人で旅立ちましたが、当然補助の人員は完璧です。中でも勇者と同い年の鍛冶師は魔力の方面で能力があったので殆ど勇者のお供状態でした。
途中森の中で、何故か家出した娘達に会いました。魔力の影響か非常にハイでヤッホーな状態でしたがどうにか冷静にさせて、ついでに家に帰るよう言いましたがこれは聞き入れられませんでした。リーダー格だった一人だけは勇者の仲間になると言い、他は親に見つからない所で過ごすと言いつつ結局森の周りに拠点を作って身分違いの彼氏だったり悪い友達だったり、ちょっと破廉恥な美術品を集めて生活を始めたのでした。これに関してはもう勇者も諦めました。この交渉が最も大変で最も時間のかかった仕事でした。

ようやく三人が山に入ると、久し振りに刺激を受けた山が大騒ぎをしました。火を噴いたり魔力が噴き上がったりで、その辺の地域だけが天変地異に陥りました。魔力が噴き上がったせいで訳の分からない生き物も大量発生しました。
こらアカン、となった勇者達は一度山を降りました。明らかに人の居られる環境ではなく、どう考えてもそこに魔王的な人物は居そうにありませんし、ついでに勇者の目からしてもそういう状況ではないという結論になりました。
勇者達は更に土を掘ったり家を建てたりするのが得意な人を増やして勇者ご一行から勇者集団となり山の魔力を抑える工事をトンテンカンチンと行う事になったのでした。何年プランで山を静める事に成功した勇者集団は最後の仕上げとして数名で山本体にも魔力を程良く排出する仕掛けを施しました。

そうして魔王と呼ばれた山がどうにか落ち着くと国の方も落ち着いたので、普通の人はよく分からないけどめでたしめでたしって事になったのかなと、まぁそんな感じでした。
因みに国から勇者達への報酬は大した事がありませんでした。
あとついでに、後々になって高濃度の魔力を浴び過ぎた人間はちょっとした不老状態に陥っている事が発覚しました。意味が分かりませんでしたけど何かもう諦めました。悔しかったので山の安全管理を盾に山一帯の土地を勇者集団名義の物にさせてやったのでした。
あと物事が解決して一旦家に連れ戻された娘達も裏工作して解放させてやったのでした―――っていう真実なんだけど、興味があった？」

「…………」

　野菜を握り締めたまま着席させられたＶ少年は、突然の話にどうしていいのか分からずに沈黙していた。

　隠された歴史の真実！
　複雑な親子の確執！
　己の夢が壊れた瞬間！

　どれもこれも衝撃的で激情を溢れさせてもおかしくはない。しかしＶは話の感想すら思いつかずに戸惑うばかりである。
　話が壮大過ぎて理解が出来ない訳ではない。寧ろ話は分かりやすかった。
　現実感が沸かないという感じでもない。寧ろ物語めいた話が歴史になったかなという気がする。
　それでは話した人間が信用出来ないか。それは少しある。ヘラヘラしながら変わった事を言われると冗談のように思えてしまうのが普通だろう。ただし、ここでそんな冗談を言われる意味はないと思うので、やはり本当の事なのだろうとも思う。
　黙っていても仕方がないのでＶはとりあえず残った疑問だけを口にする。
「誰が勇者だったんですか？」
「何で過去形だよ。一応そこのもさっとしたのがそうだよ」
　男が頭を掻いた。照れたのだろうか。
「俺が鍛冶師だったんだよ。あれ、過去形だなやっぱ」
　村長が首を傾げた。どうでもよかった。
「因みに貴族の娘達は」
「一人はこの人の奥さんで、他の人達は各村で記念碑になってたり未だに反抗期だったりしてますねー」
　そして超ビッグカップルの間に生まれたのがイィという事か。これは後で教えてあげようとＶは思った。自分が伝えるのでいいのかという気もしたが。
　そして会話が終了した。
　Ｖは握り締めていた野菜を差し出して、本来の目的を達成させようとする。無言だったせいで彼の行動の意味が分からなかったらしい村長が顎を突き出して目を見開いたので、仕方なくお礼を口にする。すると村長はニヤニヤ笑いながら野菜を受け取った。
　別れ際、Ｖはふと思いついた事を聞いてみた。
「あの、村長は何でそういうの隠したり、村長だって事もあまり人に言わないんですか」
「俺、目立つの嫌いだから」
「そんなもんかよ」
「そんなもんだよ。あとは別に言う必要なさそうな事は言わないだけだよ」
　あっさりと返った言葉に何となく苛っとする。これはきっとからかわれているんだろう。
　Ｖはついむきになった。
「あんたの息子はどうなんだよ」
「あれは本人が聞かないから。秘密と言わないっていうのは違うんだよ。言うのと言わないのとで、言わない方が利益になりそうだと思うから言わない。当時の貴族の不倫相手は言うと家系図が多分狂うから言えないと」
　ちょっとの義憤と軽い気持ちで恐ろしい事を耳に入れてしまったＶはすぐに忘れようと思った。
　結局の所、煙に巻かれたのと変わらない事実には気づかず、これ以上用はないとＶは出口に向かう。
　扉に手をかけて、最後の最後。
　Ｖはこんな事を呟いた。
「何で俺に……」
　それは聞かれる為に出た訳ではない、深い意味もなくただ好奇心の残滓が零れただけのものだった。
　しかし耳聡い大人二人の耳には届いてしまったらしい。しっかり答えが返って来た。

「だってお前、山になりたいんだろ？」
　ガっと気恥ずかしさに襲われる。思わずＶは声を裏返して叫んだ。
「山じゃなくて魔王だよ！」


　遠くで怪鳥の鳴き声がした。
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